
(57)【要約】

【課題】寛骨臼に取付け可能な、寛骨臼カップ組立体を

提供する。

【解決手段】寛骨臼カップ組立体は、第１のコネクタを

含む寛骨臼カップ、および締結具、を含む。締結具は、

第２のコネクタを含む。第１のコネクタおよび第２のコ

ネクタは、締結具を寛骨臼カップに固定して接続するよ

う協働する。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 寛 骨 臼 に 取 付 け 可 能 な 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 第 １ の コ ネ ク タ を 含 む 寛 骨 臼 カ ッ プ と 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ と 協 働 可 能 な 締 結 具 で あ っ て 、 第 ２ の コ ネ ク タ を 含 む 、 締 結 具 と 、
　 を 具 備 し 、
　 前 記 第 １ の コ ネ ク タ 、 お よ び 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ は 、 前 記 締 結 具 を 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ に
固 定 し て 接 続 す る よ う 協 働 す る 、
　 寛 骨 臼 カ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ は 、 第 ３ の コ ネ ク タ を さ ら に 含 み 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 は 、 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ と 協 働 可 能 な 第 ２ の 締 結 具 を さ ら に 具 備
し 、
　 前 記 第 ２ の 締 結 具 は 、 第 ４ の コ ネ ク タ を 含 み 、
　 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 、 お よ び 前 記 第 ４ の コ ネ ク タ は 、 前 記 第 ２ の 締 結 具 を 前 記 寛 骨 臼 カ
ッ プ に 固 定 し て 接 続 す る よ う 協 働 す る 、
　 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ は 、 第 ５ の コ ネ ク タ を さ ら に 含 み 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 は 、 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ と 協 働 可 能 な 第 ３ の 締 結 具 を さ ら に 具 備
し 、
　 前 記 第 ３ の 締 結 具 は 、 第 ６ の コ ネ ク タ を 含 み 、
　 前 記 第 ５ の コ ネ ク タ 、 お よ び 前 記 第 ６ の コ ネ ク タ は 、 前 記 第 ３ の 締 結 具 を 前 記 寛 骨 臼 カ
ッ プ に 固 定 し て 接 続 す る よ う 協 働 す る 、
　 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 締 結 具 、 前 記 第 ２ の 締 結 具 、 お よ び 前 記 第 ３ の 締 結 具 は 、 縦 方 向 軸 線 を そ れ
ぞ れ 画 定 し て お り 、 こ れ ら の 縦 方 向 軸 線 は 、 互 い に 実 質 的 に 平 行 で あ る 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組
立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 締 結 具 、 お よ び 前 記 第 ２ の 締 結 具 は そ れ ぞ れ 、 前 記 寛 骨 臼 と 係 合 可 能 な 概 ね
一 様 な 断 面 を 有 す る 部 分 を 含 む 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 締 結 具 、 お よ び 前 記 第 ２ の 締 結 具 は そ れ ぞ れ 、 骨 の 内 方 成 長 に 適 合 し た 表 面
の 部 分 を 含 む 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ の 前 記 第 １ の コ ネ ク タ お よ び 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 、 前 記 第 １ の 締 結 具
の 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 、 な ら び に 、 前 記 第 ２ の 締 結 具 の 前 記 第 ４ の コ ネ ク タ は 、 ね じ 山 を
含 む 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 ね じ 山 は 、 テ ー パ ね じ 山 で あ る 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
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　 前 記 第 １ の 締 結 具 の 前 記 第 １ の コ ネ ク タ と 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ と の 間 に 位 置 決 め さ れ た
ブ ッ シ ュ で あ っ て 、 前 記 締 結 具 を 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ 内 に 旋 回 可 能 に 固 定 し て 位 置 さ せ る よ
う に 構 成 さ れ て い る 、 ブ ッ シ ュ 、
　 を さ ら に 具 備 す る 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 寛 骨 臼 カ ッ プ を 寛 骨 臼 に 固 定 す る た め に 用 い ら れ る 締 結 具 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 寛 骨 臼 と 協 働 可 能 な 締 結 部 分 、 お よ び 連 結 部 分 、 を 備 え た 締 結 具 と 、
　 概 ね 球 形 の 外 周 部 、 お よ び 内 壁 、 を 備 え た ブ ッ シ ュ と 、
　 を 具 備 し 、
　 前 記 内 壁 は 、 前 記 内 壁 を 貫 通 す る 中 央 開 口 部 を 画 定 し て お り 、 か つ 、 前 記 締 結 具 の 前 記
連 結 部 分 と 協 働 す る 、
　 締 結 具 組 立 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 締 結 具 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 締 結 部 分 は 、 概 ね 円 形 の 断 面 を 有 す る 、 締 結 具 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 寛 骨 臼 カ ッ プ を 寛 骨 臼 に 固 定 す る た め に 用 い ら れ る 締 結 具 に お い て 、
　 前 記 寛 骨 臼 と 協 働 可 能 な 締 結 部 分 と 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ に 連 結 可 能 な 連 結 部 分 と 、
　 を 具 備 す る 、 締 結 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 関 連 出 願 の 参 照 〕
　 同 日 に 出 願 さ れ た 以 下 の 米 国 特 許 出 願 、 即 ち 、 「 剛 性 的 に ロ ッ ク さ れ る 締 結 具 を 備 え た
整 形 外 科 関 節 組 立 体 、 キ ッ ト お よ び 関 連 の 方 法 」 (“ ORTHOPAEDIC JOINT ASEMBLY WITH RI
GIDLY LOCKED FASTENER KIT AND ASSOCIATED METHOD” )と い う 発 明 の 名 称 の 代 理 人 事 件 番
号 Ｄ Ｅ Ｐ ５ ６ ０ ８ で 特 定 さ れ る 米 国 特 許 出 願 お よ び 「 剛 性 締 結 具 を 備 え た 寛 骨 臼 カ ッ プ 」
(“ ACETABULAR CUP WITH RIGID FASTENERS)” と い う 発 明 の 名 称 の 代 理 人 事 件 番 号 Ｄ Ｅ Ｐ
５ ５ １ ６ で 特 定 さ れ る 米 国 特 許 出 願 を 参 照 す る 。 な お 、 こ れ ら 米 国 特 許 出 願 を 参 照 に よ り
引 用 し 、 こ れ ら の 記 載 内 容 を 本 明 細 書 の 一 部 と す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 技 術 分 野 〕
　 本 発 明 は 一 般 に 、 整 形 外 科 の 分 野 に 関 し 、 特 に 、 整 形 外 科 的 外 傷 ま た は 整 形 外 科 的 関 節
製 品 に 用 い ら れ る 人 工 コ ン ポ ー ネ ン ト を 骨 に 固 定 す る 器 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 骨 格 系 は 、 人 体 の 胴 か ら 延 び る 多 く の 長 骨 を 有 す る 。 こ れ ら 長 骨 と し て は 、 大 腿 骨 、 腓
骨 、 脛 骨 、 上 腕 骨 、 橈 骨 お よ び 尺 骨 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 人 体 内 の 関 節 は 、 ２ つ も し く は ３ つ 以 上 の 骨 の 相 互 間 、 ま た は 他 の 骨 格 部 分 の 相 互 間 に
結 合 を 形 成 す る 。 足 関 節 、 股 関 節 、 膝 関 節 、 肩 関 節 、 肘 関 節 お よ び 手 関 節 は 、 体 内 に 見 ら
れ る 多 く の 関 節 の う ち の ほ ん の 数 例 で あ る 。 関 節 の 例 示 に 関 す る 上 述 の 一 覧 か ら 理 解 さ れ
る べ き こ と と し て 、 関 節 の 多 く に よ り 、 骨 相 互 間 に 相 対 的 な 動 き が 可 能 に な る 。 例 え ば 、
滑 動 、 滑 走 、 お よ び ち ょ う つ が い ま た は 球 関 節 運 動 (ball and socket movements)は 、 関
節 に よ っ て 得 る こ と が で き る 。 例 え ば 、 足 関 節 に よ り 、 ち ょ う つ が い 運 動 が 可 能 で あ り 、
膝 関 節 に よ り 、 滑 走 運 動 と ち ょ う つ が い 運 動 の 組 合 せ が 可 能 で あ り 、 肩 関 節 お よ び 股 関 節
に よ り 、 ボ ー ル ア ン ド ソ ケ ッ ト 構 造 に よ る 運 動 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 体 内 の 関 節 は 、 種 々 の 仕 方 で 応 力 を 受 け ま た は 損 傷 を 生 じ る 場 合 が あ る 。 例 え ば 、 漸 進
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的 な 摩 耗 お よ び 引 き 裂 き が 、 長 年 に わ た る 関 節 の 連 続 使 用 に よ り 関 節 に 及 ぼ さ れ る 。 動 き
を 可 能 に す る 関 節 は 、 骨 相 互 間 に 位 置 決 め さ れ て い て 、 運 動 に 対 し て 潤 滑 作 用 を 与 え る と
共 に 関 節 に 向 け ら れ た 力 の う ち の 何 割 か を 吸 収 す る 軟 骨 を 有 す る 。 経 時 的 に 、 関 節 の 通 常
の 使 用 に よ り 軟 骨 が 摩 耗 し て 運 動 中 の 骨 が 互 い に 直 に 接 触 す る 場 合 が あ る 。 こ れ と は 対 照
的 に 、 通 常 の 使 用 中 、 関 節 へ の 外 傷 、 例 え ば 、 事 故 、 例 え ば 自 動 車 事 故 に よ る 大 き な 力 が
送 ら れ る こ と に よ り 、 骨 、 軟 骨 ま た は 他 の 結 合 組 織 、 例 え ば 腱 ま た は 靱 帯 に 相 当 な 損 傷 が
生 じ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 関 節 の 疾 患 に 関 す る 用 語 で あ る 関 節 症 は 、 関 節 が 損 傷 状 態 に な る 場 合 の あ る 別 の 手 段 で
あ る 。 恐 ら く は 、 最 も よ く 知 ら れ て い る 関 節 疾 患 は 、 関 節 炎 で あ り 、 こ の 関 節 炎 は 、 一 般
に 、 結 果 的 に 痛 み 、 腫 れ 、 硬 直 、 不 安 定 性 を も た ら し 、 ま た 変 形 を も た ら す 場 合 が 多 い 関
節 の 疾 患 ま た は 炎 症 と 呼 ば れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 多 種 多 様 な 形 態 の 関 節 炎 が あ り 、 骨 関 節 炎 は 、 も っ と も 一 般 的 に 見 ら れ 、 関 節 内 の 軟 骨
の 摩 耗 お よ び 引 き 裂 き の 結 果 と し て 生 じ る 。 別 の タ イ プ の 関 節 炎 は 、 骨 壊 死 症 で あ り 、 こ
の 骨 壊 死 症 は 、 血 液 供 給 不 足 に よ り 骨 の 一 部 の 壊 死 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 。 他 の タ イ プ
の 関 節 疾 患 は 、 関 節 に 対 す る 外 傷 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ 、 他 の 疾 患 、 例 え ば 、 リ ウ マ チ 性
関 節 炎 、 ル ー プ ス 関 節 炎 お よ び 乾 癬 性 関 節 炎 は 、 軟 骨 を 破 壊 し 、 関 節 内 膜 の 炎 症 と 関 連 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 股 関 節 は 、 一 般 に 関 節 症 に か か り や す い も の で あ る 。 股 関 節 は 、 大 腿 ま た は 大 腿 骨 と 骨
盤 を 結 合 す る 球 関 節 で あ る 。 骨 盤 は 、 大 腿 骨 の ボ ー ル ソ ケ ッ ト 頭 (ball socket head)を 受
け 入 れ る 寛 骨 臼 と 呼 ば れ る 半 球 状 形 ソ ケ ッ ト を 有 す る 。 大 腿 骨 の 頭 と 寛 骨 臼 の 両 方 は 、 大
腿 骨 が 骨 盤 内 で 容 易 に 動 く こ と が で き る よ う に す る た め の 軟 骨 で 覆 わ れ て い る 。 一 般 に 関
節 症 に か か り や す い 他 の 関 節 と し て は 、 脊 椎 、 膝 、 肩 、 手 の 手 根 骨 、 中 手 骨 お よ び 趾 骨 の
関 節 が 挙 げ ら れ る 。 関 節 症 と は 対 照 的 に 、 関 節 形 成 術 は 一 般 に 、 人 工 関 節 の 製 作 に 関 し て
い る 。 関 節 炎 ま た は 他 の 形 態 の 関 節 症 の 重 篤 な 場 合 、 例 え ば 、 痛 み が 極 め て 強 い 場 合 ま た
は 関 節 の 可 動 性 範 囲 が 限 ら れ て い る 場 合 、 人 工 関 節 に よ る 関 節 の 部 分 ま た は 全 置 換 術 が 妥
当 と さ れ る 場 合 が あ る 。 関 節 を 置 換 す る 手 技 は 、 当 然 の こ と な が ら 、 問 題 の 特 定 の 関 節 に
よ り 様 々 で あ る が 、 一 般 的 に は 、 こ の 手 技 で は 、 疾 患 の あ る 骨 の 終 端 部 分 を 人 工 イ ン プ ラ
ン ト で 置 き 換 え 、 部 材 を 挿 入 し て 軟 骨 の 代 替 物 と し て 役 立 た せ る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 人 工 イ ン プ ラ ン ト は 、 骨 と 結 合 状 態 に な り 、 関 節 に 潤 滑 作 用 を 与 え 、 圧 縮 力 の う ち の 何
割 か を 吸 収 す る よ う 選 択 さ れ た 関 節 お よ び 軟 骨 代 替 部 材 に 強 度 お よ び 剛 性 を も た ら す 剛 性
材 料 で 作 ら れ る 。 イ ン プ ラ ン ト に 適 し た 材 料 と し て は 、 金 属 、 複 合 材 料 、 例 え ば チ タ ン 、
コ バ ル ト ク ロ ム 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 セ ラ ミ ッ ク が 挙 げ ら れ 、 軟 骨 代 替 物 に 適 し た 材 料 と し て
は 、 ポ リ エ チ レ ン が 挙 げ ら れ る 。 人 工 イ ン プ ラ ン ト を 宿 主 骨 に 固 定 す る の に セ メ ン ト も ま
た 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 例 え ば 、 股 関 節 全 置 換 術 で は 、 大 腿 骨 の ボ ー ル の 形 を し た 頭 を 除 去 し 、 ス テ ム イ ン プ ラ
ン ト (stem implant)を 、 髄 管 ま た は 骨 の 髄 と 呼 ば れ て い る 、 骨 の 中 央 部 に 挿 入 す る 。 ス テ
ム イ ン プ ラ ン ト を 髄 管 内 に セ メ ン ト 接 合 す る の が よ く 、 ま た は 、 骨 が 治 癒 し て 直 接 イ ン プ
ラ ン ト に く っ 付 く こ と が で き る よ う に す る た め の 多 孔 質 被 覆 面 を 有 す る の が よ い 。 ス テ ム
イ ン プ ラ ン ト は 、 健 常 な 大 腿 骨 頸 お よ び ボ ー ル 形 頭 と 同 一 の 機 能 を 実 行 す る よ う に な っ た
ネ ッ ク お よ び ボ ー ル 形 頭 (ball shaped head)を 有 す る 。 ポ リ エ チ レ ン カ ッ プ は 、 寛 骨 臼 内
に 挿 入 さ れ 、 こ の ポ リ エ チ レ ン カ ッ プ は 、 ス テ ム イ ン プ ラ ン ト の 頭 を 受 け 入 れ る ソ ケ ッ ト
を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ポ リ エ チ レ ン カ ッ プ は 、 寛 骨 臼 内 に 直 接 位 置 決 め さ れ る の が よ い 。 好 ま し く は 、 ポ リ エ
チ レ ン カ ッ プ は 、 金 属 部 材 に 固 定 さ れ 、 こ の 金 属 部 材 は 、 寛 骨 臼 に 固 定 さ れ る 。 こ の 金 属
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部 材 は 典 型 的 に は 、 カ ッ プ ま た は シ ェ ル と 呼 ば れ て い る 。 カ ッ プ ま た は シ ェ ル は 、 シ ェ ル
を 寛 骨 臼 に 固 定 す る よ う 骨 の 内 方 成 長 を 促 進 す る 多 孔 質 被 膜 を 有 す る の が よ い 。 代 替 的 に
ま た は 追 加 的 に 、 シ ェ ル は 、 寛 骨 臼 へ の シ ェ ル の 取 付 け を 助 け る 骨 ね じ を 受 け 入 れ る １ つ
ま た は 複 数 個 の 穴 を 有 す る の が よ い 。 ポ リ エ チ レ ン カ ッ プ の 代 替 手 段 と し て 、 こ れ と は 異
な る 材 料 の カ ッ プ を シ ェ ル 内 に 挿 入 し て も よ い 。 例 え ば 、 カ ッ プ は 、 金 属 、 例 え ば 、 コ バ
ル ト ク ロ ム 、 ス テ ン レ ス 鋼 ま た は チ タ ン で 作 ら れ た も の で あ る の が よ い 。 変 形 例 と し て 、
カ ッ プ は 、 セ ラ ミ ッ ク で 作 ら れ た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 整 形 外 科 関 節 再 建 イ ン プ ラ ン ト (Orthopaedic joint reconstruction implants)で は 、
骨 へ の 固 定 が 必 要 で あ る 。 多 く の 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト コ ン ポ ー ネ ン ト に 関 し 、 骨 へ の 固
定 は 、 イ ン プ ラ ン ト コ ン ポ ー ネ ン ト の ス テ ム が 骨 の 髄 管 に 取 り 付 け ら れ る こ と に よ り 生 じ
る 。 か か る 固 定 は 、 一 般 に か な り 効 率 的 で あ る 。 し か し な が ら 、 整 形 外 科 股 関 節 の 寛 骨 臼
コ ン ポ ー ネ ン ト の 固 定 に は 、 骨 髄 管 へ の 取 付 け と い う 利 点 が な い 。 本 来 の 寛 骨 臼 を あ ら や
す り タ イ プ (grater type)の リ ー マ に よ り 凹 球 面 形 状 の 状 態 に リ ー ミ ン グ さ れ 、 寛 骨 臼 コ
ン ポ ー ネ ン ト の 凸 球 面 状 外 周 部 が リ ー ミ ン グ さ れ た 寛 骨 臼 内 に 配 置 さ れ る 。 リ ー ミ ン グ さ
れ た 寛 骨 臼 内 で の 骨 の 内 方 成 長 を 促 進 す る た め に 多 孔 質 被 膜 を カ ッ プ ま た は シ ェ ル の 凸 状
外 周 部 に 被 着 さ せ る の が よ い 。 変 形 例 と し て 、 カ ッ プ は 、 そ の 周 囲 に 設 け ら れ た 雄 ね じ ま
た は 溝 を 有 し て も よ く 、 か か る 雄 ね じ ま た は 溝 は 、 寛 骨 臼 に ね じ 込 む よ う に 固 定 で き る 。
さ ら に 、 カ ッ プ に 設 け ら れ た 穴 を 通 し て 位 置 決 め さ れ た ね じ を 用 い る こ と に よ り カ ッ プ を
寛 骨 臼 に 固 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 カ ッ プ を 寛 骨 臼 に 固 定 す る 現 行 の 方 法 は 、 骨 盤 の 骨 が 良 好 な 患 者 で は か な り 役 に 立 つ 。
し か し な が ら 、 骨 盤 の 骨 の 質 が 貧 弱 で あ り ま た は 骨 盤 の 骨 が 相 当 な 欠 陥 を 有 し て い る 患 者
に 関 し 、 寛 骨 臼 へ の 股 関 節 カ ッ プ の 固 定 は 、 確 実 で は な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 現 在 利 用 で き る オ プ シ ョ ン と し て は 、 ノ ン ロ ッ キ ン グ (non-locking)ね じ を 用 い る こ と
が 挙 げ ら れ 、 こ の ノ ン ロ ッ キ ン グ ね じ に よ り 、 寛 骨 臼 カ ッ プ が 寛 骨 臼 カ ッ プ を 骨 盤 に 取 り
付 け る た め に 用 い ら れ た ね じ に 対 し て 移 動 し ま た は 位 置 を 変 え る こ と が で き る 。 ノ ン ロ ッ
キ ン グ ね じ は 、 ね じ 頭 と ね じ が 固 定 さ れ た 骨 と の 間 で 寛 骨 臼 器 具 ま た は カ ッ プ を 効 果 的 に
サ ン ド イ ッ チ す る 。 骨 ね じ の イ ン タ ー フ ェ イ ス が 狂 っ た 場 合 ま た は 経 時 的 な 骨 の 再 吸 収 が
、 寛 骨 臼 カ ッ プ の 後 ろ で 生 じ た 場 合 、 ね じ の 頭 と ね じ の ね じ 山 と の 間 の カ ッ プ 位 置 の サ ン
ド イ ッ チ 効 果 に よ り 、 寛 骨 臼 カ ッ プ に 対 す る そ の 把 持 具 合 が ゆ る く な り 、 寛 骨 臼 カ ッ プ が
動 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 図 ２ を 参 照 す る と 、 先 行 技 術 の 股 関 節 カ ッ プ ２ が 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ ２ は
、 患 者 の 寛 骨 臼 ３ に 固 定 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ ２ は 、 特 に 寛 骨 臼 ３ が 弱 い 骨 を 有 す る
部 分 ４ 、 ま た は 、 空 所 も し く は 股 関 節 カ ッ プ ２ を 支 持 す る 骨 が 無 い 部 分 ５ 、 を 有 す る 場 合
、 寛 骨 臼 か ら ゆ る む よ う に な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ の 股 関 節 カ ッ プ ６ は 、 ね じ ８ を 受 け 入 れ る 開 口 部 ７ を 有 し て い る 。 ね じ ８ は 、 矢 印
９ の 方 向 に 自 由 に 動 く こ と が で き 、 か く し て 、 股 関 節 カ ッ プ ６ を 寛 骨 臼 ３ に は し っ か り と
は 固 定 し て な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 先 行 技 術 の 人 工 器 具 に 関 す る 上 述 の 問 題 の う ち の 幾 つ か を 解 決 す る こ と を 目
的 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 は 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト 再 建 器 具 (orthopaedic implant reconstruction devi
ce)で あ っ て 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト と 締 結 具 と の 間 に 一 定 の 角 度 を 定 め る よ う 寛 骨 臼 器
具 と 機 械 的 に ロ ッ ク す る 締 結 具 を 有 す る 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト 再 建 器 具 を 提 供 す る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 整 形 外 科 再 建 器 具 は 、 多 く の 特 徴 、 例 え ば 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト 内 に ロ ッ ク
す る ね じ の 形 態 を し た 締 結 具 を 有 す る 。 締 結 具 は 、 ね じ 、 例 え ば 、 海 綿 骨 (cancellous bo
ne)に 固 定 さ れ る 海 綿 ね じ の 形 態 を し て い る の が よ い 。 変 形 例 と し て 、 ね じ は 、 皮 質 骨 に
固 定 さ れ る 皮 質 ね じ の 形 態 を し て い て も よ い 。 ね じ は 、 イ ン プ ラ ン ト の 中 央 部 分 内 ま た は
外 側 部 分 、 例 え ば 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト の リ ム に ロ ッ ク 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 ね じ は 、
フ ラ ン ジ 付 き 整 形 外 科 股 関 節 カ ッ プ の リ ム 内 に 配 置 さ れ る の が よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 組 立 体 の ロ ッ ク 式 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト (locking orthopaedic implant)は 、 寛 骨 臼 再
建 器 具 に こ の 器 具 に 対 し て 単 一 の 向 き で ロ ッ ク す る ね じ を 有 す る の が よ い 。 変 形 例 と し て
、 締 結 具 は 、 寛 骨 臼 再 建 器 具 に 対 し て 無 限 の 数 の 向 き の う ち 任 意 の １ つ で 再 建 器 具 に ロ ッ
ク で き る ね じ ま た は ピ ン の 形 態 を し て い て も よ い 。 ロ ッ ク 式 締 結 具 の か か る 可 変 向 き は 、
例 え ば 多 軸 ブ ッ シ ュ 技 術 (polyaxial bushing technology)を 利 用 す る こ と に よ り 多 く の 器
具 の う ち の １ つ に よ っ て 達 成 で き る 。 多 軸 ブ ッ シ ュ は 、 概 ね (generally)球 形 の 外 径 “ Ｏ
Ｄ ” お よ び テ ー パ (tapered)し た 円 筒 形 の 内 径 “ Ｉ Ｄ ” を 有 す る 。 ブ ッ シ ュ は 、 こ れ が テ
ー パ 付 き ボ ア を 通 る 締 結 具 の 挿 入 時 に 圧 縮 可 能 で あ る よ う に 容 易 に 分 割 さ れ る 。 締 結 具 は
、 テ ー パ 付 き ボ ア を 拡 張 し 、 そ れ に よ り ブ ッ シ ュ の 球 形 周 囲 部 を 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト の
球 状 ボ ア に ロ ッ ク 可 能 に 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト 用 ロ ッ ク 式 締 結 具 組 立 体 (orthopaedic implant locking fastene
r assembly)は 、 ね じ 山 を 備 え て い な い ロ ッ ク 締 結 具 を 有 す る の が よ い 。 非 ね じ 山 付 き 部
分 は 、 締 結 具 へ の 骨 の 付 着 具 合 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 骨 内 方 成 長 表 面 処 理 (bone ingr
owth surface treatments)ま た は 内 方 成 長 表 面 被 膜 (ingrowth surface coatings)を 有 す
る の が よ い 円 錐 体 、 筒 体 ま た は こ れ ら に 類 似 し た 特 徴 部 の 形 態 を し て い る の が よ い 。 理 解
さ れ る べ き こ と と し て 、 本 発 明 の ロ ッ ク 式 ね じ 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト 組 立 体 (locking scr
ew orthopaedic implant assembly)は 、 上 述 の コ ン ポ ー ネ ン ト の う ち の 任 意 の も の の 組 合
せ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 整 形 外 科 関 節 再 建 コ ン ポ ー ネ ン ト で あ っ て 、 こ の コ ン ポ ー ネ ン ト に 機 械 的 に
ロ ッ ク さ れ る 締 結 具 を 利 用 す る 整 形 外 科 関 節 再 建 コ ン ポ ー ネ ン ト を 含 む 。 締 結 具 は 例 え ば
ね じ 山 の 使 用 に よ り ま た は コ ン ポ ー ネ ン ト と 締 結 具 と の 間 に 位 置 決 め さ れ た 多 軸 ブ ッ シ ュ
に よ り 器 具 に 機 械 的 に ロ ッ ク す る 。 締 結 具 は 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト の 中 央 部 分 ま た は イ
ン プ ラ ン ト の リ ム も し く は イ ン プ ラ ン ト の フ ラ ン ジ に 取 付 け 可 能 で あ る 。 締 結 具 を 別 の 器
具 に 固 定 し て も よ く 、 こ の 器 具 は 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト コ ン ポ ー ネ ン ト に 連 結 さ れ る 。
締 結 具 は 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト を 骨 に 取 り 付 け る 。 締 結 具 は 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト に
機 械 的 に ロ ッ ク さ れ た ま ま で あ り 、 し た が っ て 、 締 結 具 は 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト の 機 械
的 延 長 部 と な り 、 そ れ に よ り 、 締 結 具 は 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト の 後 ろ の 骨 の 再 吸 収 が 始
ま っ た 場 合 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト を 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 器 具 は 、 整 形 外 科 再 建 イ ン プ ラ ン ト の い か な る 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト に も 好 適 で あ る
が 、 再 建 用 股 関 節 の カ ッ プ ま た は シ ェ ル は 、 ロ ッ ク 式 締 結 具 の 使 用 に 特 に 好 適 で あ る こ と
は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 ま た 、 ね じ 、 例 え ば 、 海 綿 骨 に 連 結 さ れ る 海 綿 ね じ ま た は 皮 質
骨 に 連 結 さ れ る 皮 質 ね じ の 形 態 を し た ロ ッ ク 式 締 結 具 は 、 本 発 明 に 特 に 好 適 で あ る こ と は
理 解 さ れ る べ き で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の ロ ッ ク 式 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト 関 節 コ ン ポ ー ネ ン
ト の 締 結 具 組 立 体 は 、 整 形 外 科 カ ッ プ ま た は シ ェ ル と は 別 に 、 他 の 整 形 外 科 関 節 コ ン ポ ー
ネ ン ト 、 例 え ば 、 脛 骨 ト レ ー ま た は 肩 関 節 窩 コ ン ポ ー ネ ン ト に 好 適 で あ る こ と は 理 解 さ れ
る べ き で あ る 。 ま た 、 追 加 の 固 定 手 段 を 必 要 と す る 場 合 の あ る 任 意 の 整 形 外 科 関 節 コ ン ポ
ー ネ ン ト は 、 本 発 明 の ロ ッ ク 式 締 結 具 を 利 用 で き る こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 寛 骨 臼 に 取 付 け 可 能 で あ る 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 が 提 供 さ
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れ る 。 カ ッ プ は 、 内 壁 を 備 え た 本 体 を 有 し 、 こ の 本 体 は 、 こ の 本 体 に 設 け ら れ た 開 口 部 を
画 定 し て い る 。 カ ッ プ は 、 本 体 の 開 口 部 を 貫 通 し て 嵌 め ら れ る 部 分 を 備 え た 締 結 具 を 更 に
有 す る 。 締 結 具 は 、 本 体 に 固 定 し て (rigidly)接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 関 節 形 成 術 を 実 施 す る た め の キ ッ ト が 提 供 さ れ る 。 キ
ッ ト は 、 本 体 開 口 部 を 画 定 し て い る 内 壁 を 有 す る 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト と 、 本 体 の 開 口 部 を
貫 通 し て 嵌 め ら れ た 部 分 を 有 す る 締 結 具 と を 有 す る 。 締 結 具 は 、 本 体 に 固 定 し て 接 続 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 患 者 の 骨 に 対 し て 関 節 形 成 術 を 実 施 す る 方 法 が 提
供 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 用 意 す る ス テ ッ プ を 有 す る 。 第 １ の
関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト が 、 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 貫 通 し て 設 け ら れ た 穴 を 有 す る 少 な
く と も １ つ の プ レ ー ト と 、 プ レ ー ト 穴 内 に 可 動 的 に 結 合 さ れ た ブ ッ シ ュ と を 有 す る 。 第 １
の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 半 径 方 向 外 面 、 そ の 反 対 側 の 内 面 、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の
端 部 を 有 し 、 第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 は 、 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 と の 間 に 通 路 を 構
成 し て い る 。 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 通 路 内 に 拡 張 す る こ と が で き る よ う に 寸 法 決
め さ れ た ブ ッ シ ュ と 協 働 可 能 で あ る 、 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト を 更 に 有 す る 。 取 付 け コ ン ポ
ー ネ ン ト は 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 先 導 部 分 と 後 続 部 分 を 有 す る 。 本 方 法 は 、 第 １ の 関
節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 骨 部 分 上 に 位 置 決 め し て 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト の プ レ ー ト 穴 が 骨
の 上 に 位 置 す る よ う に す る ス テ ッ プ を 更 に 有 す る 。 本 方 法 は 、 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト を 通
路 内 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト を 位 置 合 わ せ し て 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン
ト が 取 付 け に 適 し た 骨 に 向 か っ て 位 置 合 わ せ さ れ る よ う に す る ス テ ッ プ と を 更 に 有 す る 。
本 方 法 は 、 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト を 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト に 取 り 付 け る ス テ ッ プ を 更
に 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 骨 に 取 付 け 可 能 な 整 形 外 科 関 節 組 立 体 が 提 供 さ れ
る 。 関 節 組 立 体 は 、 本 体 で あ っ て 、 本 体 に 設 け ら れ た 本 体 開 口 部 を 画 定 す る 内 壁 を 備 え た
本 体 と 、 締 結 具 と を 有 す る 。 締 結 具 は 、 本 体 の 開 口 部 を 貫 通 し て 嵌 め ら れ た 締 結 具 部 分 を
有 す る 。 締 結 具 は 、 本 体 に 固 定 し て 接 続 さ れ る 、
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 関 節 形 成 術 を 実 施 す る た め の キ ッ ト が 提 供 さ れ る 。 キ
ッ ト は 、 本 体 に 設 け ら れ た 開 口 部 を 画 定 す る 内 壁 を 備 え た 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト と 、 本 体 の
開 口 部 を 貫 通 し て 嵌 め ら れ た 締 結 具 部 分 を 有 す る 締 結 具 と を 有 す る 。 締 結 具 は 、 本 体 に 固
定 し て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 患 者 の 骨 に 対 し て 関 節 形 成 術 を 実 施 す る 方 法 が 提
供 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 用 意 す る ス テ ッ プ を 有 す る 。 第 １ の
関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 貫 通 し て 設 け ら れ た 少 な く と も １ つ
の 穴 と 、 穴 内 に 可 動 的 に 結 合 さ れ て い て 、 半 径 方 向 外 面 、 そ の 反 対 側 の 内 面 、 第 １ の 端 部
、 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る ブ ッ シ ュ と を 有 し 、 第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 が 、 第 １ の
端 部 と 第 ２ の 端 部 と の 間 に 通 路 を 構 成 す る 。 本 方 法 は 、 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト の ブ ッ
シ ュ と 協 働 可 能 で あ っ て 、 通 路 内 に 延 び る こ と が で き る よ う 寸 法 決 め さ れ た 、 取 付 け コ ン
ポ ー ネ ン ト を 用 意 す る ス テ ッ プ を 更 に 有 す る 。 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 互 い に 反 対 側 に
位 置 す る 先 導 部 分 と 後 続 部 分 を 有 す る 。 本 方 法 は 、 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 骨 部 分 上
に 位 置 決 め し て 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト の 穴 が 骨 の 上 に 位 置 す る よ う に す る ス テ ッ プ と
、 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト を 通 路 内 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と を 更 に 有 す る 。 本 方 法 は 、 取 付 け
コ ン ポ ー ネ ン ト を 位 置 合 わ せ し て 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト が 取 付 け に 適 し た 骨 に 向 か っ て 位
置 合 わ せ さ れ る よ う に す る ス テ ッ プ と 、 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト を 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン
ト に 取 り 付 け る ス テ ッ プ と を 更 に 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 寛 骨 臼 に 取 付 け 可 能 な 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 が 提 供 さ れ
る 。 カ ッ プ 組 立 体 は 、 第 １ の コ ネ ク タ を 含 む 寛 骨 臼 カ ッ プ お よ び 締 結 具 を 有 す る 。 締 結 具
は 、 カ ッ プ と 協 働 す る 。 締 結 具 は 、 第 ２ の コ ネ ク タ を 有 す る 。 第 １ の コ ネ ク タ と 第 ２ の コ
ネ ク タ は 、 締 結 具 を 本 体 に 固 定 し て 接 続 す る よ う 協 働 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 寛 骨 臼 カ ッ プ を 寛 骨 臼 に 固 定 す る た め に 使 用 さ れ る 締
結 具 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。 締 結 具 組 立 体 は 、 締 結 具 を 有 す る 。 締 結 具 は 、 寛 骨 臼 と 協 働 可
能 な 締 結 部 分 お よ び 連 結 部 分 を 有 す る 。 締 結 具 組 立 体 は 、 概 ね 球 形 の 外 周 部 お よ び ブ ッ シ
ュ を 貫 通 し た 中 央 開 口 部 を 構 成 す る 内 壁 を 備 え た ブ ッ シ ュ を 更 に 有 す る 。 内 壁 は 、 締 結 具
の 連 結 部 分 と 協 働 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 寛 骨 臼 カ ッ プ を 寛 骨 臼 に 固 定 す る た め に 用 い ら れ る 締
結 具 が 提 供 さ れ る 。 締 結 具 は 、 寛 骨 臼 と 協 働 可 能 な 締 結 部 分 お よ び カ ッ プ と 連 結 可 能 な 連
結 部 分 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 利 点 は 、 ね じ を 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト に 機 械 的 に ロ ッ ク で き る こ と に あ
る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 一 特 徴 に よ れ ば 、 骨 に 取 付 け 可 能 な 整 形 外 科 関 節 組 立 体 が 提 供 さ れ
る 。 整 形 外 科 関 節 組 立 体 は 、 本 体 を 有 し 、 こ の 本 体 は 、 本 体 に 設 け ら れ た 開 口 部 を 画 定 す
る 内 壁 を 有 す る 。 整 形 外 科 関 節 組 立 体 は 、 本 体 の 開 口 部 を 貫 通 し て 嵌 め 込 ま れ る 部 分 を 備
え た 締 結 具 を 更 に 有 す る 。 締 結 具 は 、 本 体 に 固 定 し て 接 続 さ れ る 。 か く し て 、 本 発 明 に よ
り 、 ね じ を 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト コ ン ポ ー ネ ン ト に 機 械 的 に ロ ッ ク す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 利 点 と し て 、 相 当 な 欠 陥 が 整 形 外 科 関 節 イ ン プ ラ ン ト に 隣 接 し た 骨 に 見
ら れ る 場 合 、 良 好 な 固 定 を も た ら す こ と が で き る こ と が 更 に 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 本 発 明
の 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 骨 に 取 付 け 可 能 な 整 形 外 科 関 節 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。 関 節 組 立 体 は
、 本 体 を 有 し 、 こ の 本 体 は 、 本 体 に 設 け ら れ た 開 口 部 を 画 定 す る 前 壁 を 有 す る 。 関 節 組 立
体 は 、 締 結 具 を 更 に 有 し 、 こ の 締 結 具 は 、 本 体 の 開 口 部 を 貫 通 し て 嵌 め 込 ま れ る 部 分 を 有
す る 。 締 結 具 は 、 本 体 に 固 定 し て 接 続 さ れ る 。 か く し て 、 本 発 明 に よ り 、 締 結 具 が 本 体 に
し っ か り と 取 り 付 け ら れ る こ と に よ り 本 体 を 良 好 に 支 持 で き る こ と に よ り 、 相 当 な 欠 陥 が
生 じ て い た 場 合 で も 、 良 好 な 固 定 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 技 術 的 利 点 と し て 、 質 的 に 貧 弱 な 骨 の 良 好 な 固 定 を も た ら す こ と が で き
る こ と が 更 に 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 骨 に 取 付 け 可 能 な 整 形 外
科 関 節 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。 こ の 関 節 組 立 体 は 、 整 形 外 科 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 有 し 、 こ
の 整 形 外 科 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 本 体 に 設 け ら れ た 開 口 部 を 画 定 す る 内 壁 を 有 す る 。 関
節 組 立 体 は 、 整 形 外 科 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト の 開 口 部 を 貫 通 し て 嵌 め 込 ま れ る 部 分 を 備 え た
締 結 具 を 更 に 有 す る 。 締 結 具 は 、 整 形 外 科 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト に 固 定 し て 接 続 さ れ る 。 か
く し て 、 本 発 明 に よ り 、 質 の 貧 弱 な 骨 が 関 節 の 近 く 位 置 決 め さ れ て い る と き で も 、 骨 へ の
整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト コ ン ポ ー ネ ン ト の 良 好 な 固 定 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 技 術 的 利 点 と し て 、 患 者 が 、 或 る 特 定 の 場 所 で は 良 好 な 骨 の 質 を 有 し 、
他 の 場 所 で は 貧 弱 な 骨 の 質 を 有 す る よ う な 最 適 レ ベ ル に 満 た な い 骨 条 件 に お い て も 骨 の 固
定 を 達 成 す る 多 く の オ プ シ ョ ン を 提 供 で き る こ と も 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 別 の 特
徴 に よ れ ば 、 骨 に 取 付 け 可 能 な 整 形 外 科 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト が 提 供 さ れ る 。 こ の 整 形 外 科
関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 コ ン ポ ー ネ ン ト に 設 け ら れ た 開 口 部 を 画 定 す る 内 壁 を 有 す る 。 関
節 組 立 体 は 、 整 形 外 科 コ ン ポ ー ネ ン ト に 対 し 複 数 の 角 度 位 置 の う ち の 選 択 さ れ た １ つ で 本
体 に 固 定 し て 接 続 さ れ た 部 分 を 備 え た 締 結 具 を 更 に 有 す る 。 か く し て 、 本 発 明 に よ り 、 締
結 具 を 質 の 貧 弱 な 骨 で は な く 、 品 質 の 良 好 な 骨 に 位 置 合 わ せ す る た め に 、 幾 つ か の 位 置 の
う ち の １ つ に 締 結 具 を し っ か り と 位 置 決 め で き る こ と に よ り 、 骨 の 固 定 を 達 成 す る 多 く の
オ プ シ ョ ン が 得 ら れ る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 技 術 的 利 点 と し て 、 整 形 外 科 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 安 定 状 態 に 維 持 で き
る こ と が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 骨 に 取 付 け 可 能 な 整 形 外 科 関
節 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。 こ の 関 節 組 立 体 は 、 整 形 外 科 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 有 し 、 こ の 整
形 外 科 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 こ の コ ン ポ ー ネ ン ト に 設 け ら れ た コ ン ポ ー ネ ン ト 開 口 部 を
画 定 す る 内 壁 を 有 す る 。 関 節 組 立 体 は 、 締 結 具 を 更 に 有 し 、 こ の 締 結 具 は 、 コ ン ポ ー ネ ン
ト の 開 口 部 を 貫 通 し て 嵌 め 込 ま れ る 部 分 を 有 す る 。 締 結 具 は 、 コ ン ポ ー ネ ン ト に 固 定 し て
接 続 さ れ る 。 か く し て 、 本 発 明 に よ り 、 寛 骨 臼 器 具 を 骨 内 で 安 定 状 態 に 保 つ 剛 性 締 結 具 が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 技 術 的 利 点 と し て 、 整 形 外 科 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト の 後 ろ で の 経 時 的 な
骨 の 再 吸 収 を 補 償 で き る こ と が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 骨 に 取
付 け 可 能 な 整 形 外 科 関 節 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。 こ の 関 節 組 立 体 は 、 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を
有 し 、 こ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 こ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト に 設 け ら れ た 開 口 部 を 画 定 す
る 内 壁 を 有 す る 。 関 節 組 立 体 は 、 締 結 具 を 更 に 有 し 、 こ の 締 結 具 は 、 コ ン ポ ー ネ ン ト の 開
口 部 を 貫 通 し て 嵌 め 込 ま れ る 部 分 を 有 す る 。 締 結 具 は 、 コ ン ポ ー ネ ン ト に 固 定 し て 接 続 さ
れ 、 そ れ に よ り 、 コ ン ポ ー ネ ン ト の 周 り で の 骨 の 再 吸 収 が 起 こ る と き に 、 整 形 外 科 関 節 コ
ン ポ ー ネ ン ト の 支 持 体 と な る 剛 性 構 造 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 技 術 的 利 点 は 、 後 で 説 明 す る 図 、 詳 細 な 説 明 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 か ら 当
業 者 に は 容 易 に 明 ら か に な ろ う 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 幾 つ か の 図 全 体 に わ た り 、 対 応 の 参 照 符 号 は 、 対 応 の 部 分 を 示 し て い る 。 幾 つ か の 図 全
体 を 通 じ 、 同 一 の 参 照 符 号 は 、 同 一 の 部 分 を 示 そ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 お よ び そ の 利 点 は 、 以 下 の 説 明 お よ び 図 面 を 参 照 す る こ と に よ り 最 も
よ く 理 解 さ れ 、 同 一 の 符 号 は 、 図 面 の 同 一 の 部 分 お よ び 対 応 の 部 分 の た め に 用 い ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 い ま 図 ４ を 参 照 す る と 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト 関 節 組 立 体 １ ０ ０ が 示
さ れ て い る 。 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト 関 節 組 立 体 １ ０ ０ は 、 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 の 任 意 の 整
形 外 科 再 建 関 節 で あ っ て よ い 。 例 え ば 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト 関 節 組 立 体 １ ０ ０ は 、 股 関
節 ス テ ム 、 大 腿 骨 膝 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト 、 脛 骨 膝 関 節 、 上 腕 骨 肩 関 節 、 関 節 窩 肩 関 節 、 手
首 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト 、 肘 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト ま た は 足 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト で あ る の が よ
い 。 整 形 外 科 関 節 組 立 体 は 、 任 意 の 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト と 締 結 具 の
組 立 体 で あ る の が よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 整 形 外 科 関 節 組 立 体 １ ０ ０ は 、 本 体 １ ０ ２ を 有 す る 。 本 体 １ ０ ２ は 、 任 意 の 整 形 外 科 関
節 コ ン ポ ー ネ ン ト の 形 態 を し て い る の が よ い 。 例 え ば 、 本 体 １ ０ ２ は 、 股 関 節 ス テ ム 、 股
関 節 カ ッ プ 、 膝 関 節 大 腿 骨 コ ン ポ ー ネ ン ト 、 膝 関 節 脛 骨 コ ン ポ ー ネ ン ト 、 肩 関 節 関 節 窩 コ
ン ポ ー ネ ン ト 、 肩 関 節 上 腕 骨 コ ン ポ ー ネ ン ト ま た は 整 形 外 科 関 節 組 立 体 の 一 部 を な す 任 意
の コ ン ポ ー ネ ン ト で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ に 示 す 本 体 １ ０ ２ は 、 股 関 節 カ ッ プ ま た は シ ェ ル の 形 態 を し て い る 。 本 体 １ ０ ２ は
、 本 体 １ ０ ２ に 形 成 さ れ た 内 壁 １ ０ ４ を 有 す る 。 内 壁 １ ０ ４ は 、 本 体 １ ０ ２ に 設 け ら れ た
開 口 部 １ ０ ６ を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 整 形 外 科 関 節 組 立 体 １ ０ ０ は 、 締 結 具 １ １ ０ を 更 に 有 す る 。 締 結 具 １ １ ０ は 、 締 結 具 １
１ ０ の 連 結 部 分 １ １ ２ を 有 す る 。 連 結 部 分 １ １ ２ は 、 本 体 １ ０ ２ の 開 口 部 １ ０ ６ に 嵌 め 込
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ま れ る 。 締 結 具 １ １ ０ は 、 本 体 １ ０ ２ に 固 定 し て 接 続 さ れ る 。 締 結 具 １ １ ０ は 、 本 体 １ ０
２ に 剛 性 接 続 (rigid connection)で き る 締 結 具 で あ れ ば ど ん な も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 締 結 具 １ １ ０ は 、 ね じ の 形 態 を し て い る の が よ い 。 例 え ば
、 締 結 具 １ １ ０ は 、 雄 ね じ １ １ ４ を 有 す る の が よ い 。 雄 ね じ １ １ ４ を 本 体 １ ０ ２ の 開 口 部
１ ０ ６ に 嵌 め 込 ま れ る 締 結 具 １ １ ０ の 連 結 部 分 １ １ ２ に 位 置 決 め さ れ る の が よ い 。 締 結 具
１ １ ０ の 雄 ね じ １ １ ４ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 体 １ ０ ２ の 内 壁 １ ０ ４ に 形 成 さ れ た 雌 ね
じ １ １ ６ と 協 働 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 締 結 具 １ １ ０ の 雄 ね じ １ １ ４ と 本 体 １ ０ ２ の 雌 ね じ １ １ ６ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 体
１ ０ ２ に 対 す る 締 結 具 １ １ ０ の 剛 性 構 造 (rigid construction)を 提 供 で き る よ う 互 い に 嵌
ま り 合 う こ と が で き る 。 締 結 具 １ １ ０ の 雄 ね じ １ １ ４ お よ び 本 体 １ ０ ２ の 雌 ね じ １ １ ６ は
、 本 体 １ ０ ２ に 対 す る 締 結 具 １ １ ０ の 剛 性 を 確 保 す る た め 真 っ 直 ぐ ま た は 円 筒 形 で あ る の
が よ く 、 こ れ ら ね じ 山 は 、 テ ー パ し て い る の が よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 例 え ば 、 図 ４ Ａ に 示 す よ う に 、 締 結 具 １ １ ０ の 雄 ね じ １ １ ４ は 、 角 度 θ を な す の が よ い
。 雄 ね じ １ １ ４ は 、 例 え ば ２ ° ～ １ ４ ° の 角 度 θ を な す の が よ い 。 例 え ば 、 角 度 θ は 、 約
４ ° ま た は ６ ° で あ る の が よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 図 ４ Ｂ を 参 照 す る と 、 本 体 １ ０ ２ の 内 壁 １ ０ ４ は 、 例 え ば 、 締 結 具 １ １ ０ の 雄 ね じ
の 角 度 θ （ 図 ４ Ａ 参 照 ） に 等 し い 角 度 で あ る 夾 角 α を な す の が よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 再 び 図 ４ を 参 照 す る と 、 締 結 具 １ １ ０ と 本 体 １ ０ ２ と の 間 の 剛 性 構 造 を も た ら す た め 、
締 結 具 １ １ ０ の 雄 ね じ １ １ ４ お よ び 本 体 １ ０ ２ の 雌 ね じ １ １ ６ は 、 最 適 強 度 が 得 ら れ る よ
う 設 計 さ れ て い る 。 雄 ね じ １ １ ４ お よ び 雌 ね じ １ １ ６ は 、 強 度 を 最 適 化 す る た め に 、 細 か
い ピ ッ チ を 有 す る よ う 作 ら れ る の が よ い 。 さ ら に 、 雄 ね じ １ １ ４ と 雌 ね じ １ １ ６ は 好 ま し
く は 、 互 い に 噛 み 合 い 、 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 多 条 の ね じ 山 を 有 す る の が よ い 。 例 え
ば 、 雄 ね じ １ １ ４ は 、 二 条 ね じ ま た は 三 条 ね じ で あ る の が よ い 。 雄 ね じ １ １ ４ は 、 ４ 条 ね
じ ま た は こ れ よ り も 多 く の 条 数 の ね じ で あ っ て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
締 結 具 １ １ ０ は 、 締 結 具 １ １ ０ の 第 ２ の 部 分 １ ２ ０ に 設 け ら れ た 第 ２ の ね じ 山 ま た は 骨 用
ね じ 山 １ １ ８ を 有 す る の が よ く 、 か か る ね じ 山 は 、 本 体 １ ０ ２ の 開 口 部 に 螺 合 可 能 に 取 り
付 け ら れ る の が よ い 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 部 分 １ ２ ０ の ね じ 山 １ １ ８ の ピ ッ チ は 、
本 体 １ ０ ２ の 雌 ね じ １ １ ６ の ピ ッ チ と 同 一 で あ る の が よ い 。 ね じ 山 １ １ ８ の 山 径 (major d
iameter)Ｍ Ｄ が 雌 ね じ １ １ ６ の 谷 径 (minor diameter)Ｎ Ｄ よ り も 短 い 場 合 、 締 結 具 １ １ ０
の 第 ２ の 部 分 １ ２ ０ は 、 本 体 １ ０ ２ の 開 口 部 １ ０ ６ を 自 由 に 通 過 す る こ と が で き る 。 か か
る 多 数 の ね じ 山 を 雄 ね じ １ １ ４ お よ び 雌 ね じ １ １ ６ に 設 け 、 骨 用 ね じ 山 １ １ ８ に 同 一 の ピ
ッ チ を 持 た せ る こ と に よ り 、 強 固 な ね じ 山 形 態 が 締 結 具 １ １ ０ に つ い て 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 骨 用 ね じ 山 １ １ ８ は 、 真 っ 直 ぐ で あ っ て も よ く 、 テ ー パ し て な く て
も よ い 。 骨 用 ね じ 山 １ １ ８ は 、 海 綿 骨 ま た は 皮 質 骨 に 用 い ら れ る よ う 構 成 さ れ て い る の が
よ い 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 骨 用 ね じ 山 １ １ ８ は 、 軟 骨 ま た は 海 綿 骨 に 用 い ら れ る よ う 構 成
さ れ て い る 。 締 結 具 １ １ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 セ ル フ ド リ リ ン グ (self drilling)お
よ び ／ ま た は セ ル フ タ ッ ピ ン グ (self tapping)を 可 能 に す る 端 部 ま た は 先 端 部 １ ２ ４ を 有
す る の が よ く 、 し た が っ て 、 締 結 具 １ １ ０ の 通 路 を 作 る の に ド リ ル お よ び ／ ま た は タ ッ プ
は 不 要 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 体 ま た は 人 工 コ ン ポ ー ネ ン ト １ ０ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ の 形 態 を し
て い る の が よ い 。 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ２ は 、 原 点 １ ２ ８ か ら 延 び る 半 径 Ｒ １ に よ り 定 め ら れ
る 凸 状 外 周 部 １ ２ ６ を 構 成 す る 球 の セ ク タ と し て 構 成 で き る 。 カ ッ プ １ ０ ２ は 、 原 点 １ ２
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８ か ら 延 び る 半 径 Ｒ ２ に よ り 定 め ら れ る 凹 状 内 周 部 １ ３ ０ に よ り 更 に 構 成 さ れ る 。 か く し
て 、 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 概 ね 一 様 な 壁 厚 さ Ｗ を 有 す る 。 股 関 節 カ ッ
プ １ ０ ２ は 、 凸 状 外 周 部 １ ２ ６ に 被 着 さ れ た 多 孔 質 被 膜 １ ３ ２ を 有 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 締 結 具 １ １ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 図 ４ に 示 す よ う な 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ２ の 頂 点 ま た
は 頂 上 １ ３ ３ の と こ ろ に 位 置 決 め さ れ る の が よ い 。 締 結 具 １ １ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 凸
状 外 周 部 １ ２ ６ か ら 垂 直 に 延 び る の が よ い 。 変 形 例 と し て 、 ね じ 締 結 具 １ １ ０ を 凸 状 外 周
部 １ ２ ６ に 対 し て 斜 め に ま た は 鋭 角 を な し て 位 置 決 め し て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 図 ５ を 参 照 す る と 、 図 ４ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ は 、 人 工 股 関 節 １ ３ ４ 内 に 植
え 込 ま れ た 状 態 で 示 さ れ て い る 。 人 工 股 関 節 １ ３ ４ は 、 締 結 具 ま た は ね じ １ １ ０ に よ り 寛
骨 臼 １ １ に 固 定 さ れ た 股 関 節 カ ッ プ ま た は シ ェ ル １ ０ ２ を 有 す る 。 人 工 股 関 節 １ ３ ４ は 、
ボ ー ル ま た は ヘ ッ ド １ ４ ０ が 取 り 外 し 可 能 に 固 定 さ れ た ス テ ム １ ３ ８ を 含 む 股 関 節 ス テ ム
組 立 体 １ ３ ６ を 更 に 有 し て い る 。 ス テ ム １ ３ ８ は 、 大 腿 骨 １ ３ の 髄 管 １ ４ ４ に 形 成 さ れ た
腔 １ ４ ２ に 嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 図 ６ を 参 照 す る と 、 締 結 具 １ １ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ を 形 成 す る よ う カ
ッ プ １ ０ ２ に 組 み 付 け ら れ た 状 態 で 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 部 分
ま た は 連 結 部 分 １ １ ２ の 雄 ね じ １ １ ４ は 、 ３ つ の 条 を 有 し 、 こ の 場 合 、 ３ つ の 隣 り 合 う ね
じ 山 は 、 三 条 ね じ １ １ ４ の ピ ッ チ を 表 す ピ ッ チ Ｐ ′ を 形 成 す る 。 ね じ １ １ ０ の 第 ２ の 部 分
ま た は 締 結 部 分 １ ２ ０ は 、 ピ ッ チ Ｐ に よ り 定 め ら れ た 骨 用 ね じ 山 １ １ ８ を 有 し 、 こ の ピ ッ
チ Ｐ は 、 隣 り 合 う ね じ 山 １ １ ８ 相 互 間 の 距 離 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 雄 ね じ １ １ ４ の ピ ッ チ Ｐ ′ お よ び ピ ッ チ Ｐ は 、 同 一 で あ る の が よ い こ と は 理 解 さ れ る べ
き で あ る 。 ピ ッ チ が 同 一 の ピ ッ チ Ｐ お よ び ピ ッ チ Ｐ ′ を 設 け る こ と に よ り 、 骨 用 ね じ 山 １
１ ８ を ね じ １ １ ０ が そ の 噛 み 合 い 状 態 の 剛 性 位 置 に な る ま で カ ッ プ １ ０ ２ の 雌 ね じ １ １ ６
中 へ ね じ 込 む こ と が で き 、 し た が っ て 、 ね じ １ １ ０ の 連 結 部 分 １ １ ２ が カ ッ プ １ ０ ２ に 係
合 し 、 ね じ １ １ ０ の 雄 ね じ １ １ ４ が カ ッ プ １ ０ ２ の 雌 ね じ １ １ ６ と 噛 み 合 う よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 図 ７ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 変 形 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ Ａ と し て
示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ Ａ は 、 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ２ Ａ を 有 し 、 こ の 股 関
節 カ ッ プ １ ０ ２ Ａ は 、 図 ４ 、 図 ５ お よ び 図 ６ の 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ２ と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 股
関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ２ Ａ は 、 套 管 状 ね じ (cannulated screw)１ １ ０ Ａ を 更 に 有 し て い る
。 套 管 状 ね じ １ １ ０ Ａ は 、 中 央 軸 方 向 開 口 部 ま た は カ ニ ュ ー レ １ ２ ６ Ａ を 有 し て い る 。 套
管 状 ね じ １ １ ０ Ａ は 、 第 １ の 連 結 部 分 １ １ ２ Ａ を 有 し 、 こ の 連 結 部 分 は 、 テ ー パ し た ね じ
山 １ １ ４ Ａ を 有 し 、 こ れ ら ね じ 山 は 、 カ ッ プ １ ０ ２ Ａ に 形 成 さ れ た テ ー パ 雌 ね じ １ １ ６ Ａ
と 噛 み 合 っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ７ に 示 す よ う な 雄 ね じ １ １ ４ Ａ は 、 テ ー パ が 付 け ら れ 、 夾 角 θ ′ に よ り 定 め ら れ て い
る 。 テ ー パ ね じ 山 １ １ ４ Ａ は 、 図 ６ の ね じ 山 １ １ ４ と ほ ぼ 同 じ で あ る の が よ い 。 ね じ １ １
０ Ａ は 、 海 綿 骨 用 ね じ 山 １ １ ８ Ａ を 含 む 締 結 部 分 １ ２ ０ Ａ を 更 に 有 す る の が よ い 。 ね じ １
１ ０ Ａ は 、 連 結 部 分 １ １ ２ Ａ と 締 結 部 分 １ ２ ０ Ａ と の 間 に 位 置 決 め さ れ た 滑 ら か な シ ャ ン
ク 付 き 部 分 １ ２ ８ Ａ を 更 に 有 す る の が よ い 。 套 管 状 ね じ １ １ ０ Ａ は 、 締 結 部 分 １ ２ ０ Ａ か
ら 延 び る セ ル フ ド リ リ ン グ お よ び セ ル フ タ ッ ピ ン グ 先 端 部 １ ２ ４ Ａ を 更 に 有 す る の が よ い
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 套 管 状 ね じ １ １ ０ Ａ の カ ニ ュ ー レ ま た は 開 口 部 １ ２ ６ Ａ は 、 ピ ン １ ３ ０ Ａ を 受 け 入 れ る
よ う 構 成 さ れ 、 こ の ピ ン は 、 套 管 状 ね じ １ １ ０ Ａ の カ ニ ュ ー レ １ ２ ６ Ａ 内 に ス ラ イ ド 自 在
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に 嵌 り 込 む 。 ピ ン １ ３ ０ Ａ は 、 寛 骨 臼 １ １ と 係 合 可 能 な 先 端 部 １ ２ ８ Ａ を 有 す る の が よ い
。 カ ッ プ １ ０ ２ Ａ を 寛 骨 臼 １ １ に 取 り 付 け る 前 ま た は 取 り 付 け た 後 で ピ ン １ ３ ０ Ａ を 挿 入
す る の が よ い 。 ピ ン １ ３ ０ Ａ を 最 初 に 取 り 付 け た 場 合 、 ピ ン １ ３ ０ Ａ は 、 ね じ １ １ ０ Ａ を
定 位 置 に 案 内 す る の に 役 立 ち 得 る 。 ピ ン １ ３ ０ Ａ を 後 で 取 り 付 け る 場 合 、 ピ ン １ ３ ０ Ａ は
、 套 管 状 ね じ １ １ ０ Ａ の 連 結 部 分 １ １ ２ Ａ を 越 え て 延 び る こ と が で き 、 ス テ ム （ 図 ５ 参 照
） を 位 置 決 め す る の に 役 立 ち 得 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 に 図 ７ Ａ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ Ｂ
と し て 示 さ れ 、 こ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 は 、 図 ４ 、 図 ５ お よ び 図 ６ の コ ネ ク タ １ １ ０ に 代
え て ペ グ １ １ ０ Ｂ を 用 い て い る 点 を 除 き 、 図 ４ 、 図 ５ 、 お よ び 図 ６ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体
１ ０ ０ と 同 様 で あ る 。 ペ グ １ １ ０ Ｂ は 、 カ ッ プ １ ０ ２ Ｂ と ロ ッ ク 可 能 に 係 合 す る 。 ペ グ １
１ ０ Ｂ は 、 概 ね 円 筒 形 で あ っ て 滑 ら か な 締 結 部 分 １ ２ ０ Ｂ お よ び 図 ４ 、 図 ５ お よ び 図 ６ の
ね じ 山 １ １ ４ と ほ ぼ 同 じ テ ー パ 雄 ね じ １ １ ４ Ｂ を 備 え た 連 結 部 分 １ １ ２ Ｂ を 有 す る 。 ペ グ
１ １ ０ Ｂ は 、 骨 成 長 促 進 特 徴 部 (bone growth-enhancing feature)、 例 え ば 、 多 孔 質 被 覆
表 面 処 理 部 (porous coated surface treatment)１ ３ ４ Ｂ を 有 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 発 明 の 締 結 具 、 例 え ば 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ の 締 結 具 １ １ ０ は 、 ね じ 山 、 例 え
ば 骨 用 ね じ 山 １ １ ８ を 有 す る の が よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る が 、 締 結 具 は 、 ね じ 山
を 備 え て い な く て も よ く 、 あ る い は 、 滑 ら か で あ っ て も よ く 、 例 え ば 、 概 ね 円 筒 形 で あ っ
て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 例 え ば 、 締 結 具 は 、 図 ７ Ａ の ペ グ １ １ ０ Ｂ の 形 態
を し て い て も よ い 。 本 発 明 の 締 結 具 と し て 役 立 つ ペ グ を 海 綿 骨 内 に 取 り 付 け る こ と が で き
る こ と 、 あ る い は 、 あ ら か じ め 切 断 さ れ も し く は あ ら か じ め 穴 あ け さ れ た 、 お よ び ／ ま た
は 、 あ ら か じ め リ ー ニ ン グ さ れ た 、 開 口 部 に 嵌 め 込 む こ と が で き る こ と 、 が 理 解 さ れ る べ
き で あ る 。 ペ グ は 、 股 関 節 カ ッ プ ま た は 他 の イ ン プ ラ ン ト を 植 え 込 み 、 ま た は 、 股 関 節 カ
ッ プ も し く は イ ン プ ラ ン ト に あ ら か じ め 組 み 付 け 、 次 に 、 整 形 外 科 イ ン プ ラ ン ト と 共 に 取
り 付 け た 後 に 寛 骨 臼 内 の 定 位 置 に 配 置 し て も よ い こ と は 、 さ ら に 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 次 に 図 １ Ａ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体
２ ０ ０ と し て 示 さ れ て お り 、 こ の 場 合 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ を 形 成 す る よ う 股 関 節
カ ッ プ に ペ グ が 設 け ら れ て い る 。 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 寛 骨 臼 １ １ 内 に ユ ニ ッ ト と し て 取 り 付
け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 図 ４ の 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ２ と ほ ぼ 同 じ 股 関 節 カ ッ プ ２ ０
２ を 有 し て い る 。 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２ は 、 凸 状 外 周 部 ２ ２ ６ お よ び 凹 状 内 周 部 ２ ３ ０ を 有
し て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 概 ね 円 筒 形 の ピ ン の 形 態 を し た 第 １ の 締 結 具 ２
１ ０ を 更 に 有 す る 。 ピ ン ２ １ ０ は 、 先 端 部 ２ ２ ４ を 有 し 、 こ の 先 端 部 は 、 図 １ Ａ に 示 す よ
う に 、 概 ね 円 錐 形 の 形 を し て い る の が よ い 。 ピ ン ２ １ ０ は 、 例 え ば 連 結 部 分 ２ １ ２ が 股 関
節 カ ッ プ ２ ０ ２ に 形 成 さ れ た 開 口 部 ２ ０ ６ 内 に 嵌 り 込 む こ と に よ り 、 カ ッ プ ２ ０ ２ に 連 結
さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ Ａ に 示 す よ う に 、 ピ ン ２ １ ０ を 、 例 え ば 雄 ね じ ２ １ ４ に よ っ て 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２
に 固 定 す る こ と が で き 、 こ れ ら 雄 ね じ は 、 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２ の 開 口 部 ２ ０ ６ に 形 成 さ れ
た 雌 ね じ ２ １ ６ と 噛 み 合 う 。 図 １ Ａ に 示 す よ う に 、 雄 ね じ ２ １ ４ お よ び 雌 ね じ ２ １ ６ は 、
円 筒 形 で あ る の が よ い 。 雄 ね じ ２ １ ４ お よ び 雌 ね じ ２ １ ６ は 、 テ ー パ 付 き で あ っ て も よ い
こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 単 一 の ピ ン ２ １ ０ を 有 す る の が よ い が 、 追 加 の ピ ン を 利
用 で き る こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 例 え ば 、 図 １ Ａ に 示 す よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立
体 ２ ０ ０ は 、 第 １ の 締 結 具 ２ １ ０ と ほ ぼ 同 じ 第 ２ の 締 結 具 ２ ４ ８ を 有 す る 。 第 ２ の 締 結 具
２ ４ ８ は 、 雄 ね じ ２ ５ ０ に よ り 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２ に 形 成 さ れ て い る 雌 ね じ ２ ５ ２ に 固 定
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さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ を 寛 骨 臼 内 に 組 立 て 状 態 で 取 り 付 け る こ と が で き る よ う に す
る た め 、 第 ２ の 締 結 具 ２ ４ ８ は 、 縦 方 向 中 心 線 ２ ５ ３ を 有 し 、 こ の 縦 方 向 中 心 線 は 、 第 １
の 締 結 具 ２ １ ０ の 縦 方 向 中 心 線 ２ ５ ５ に 平 行 で あ り 、 換 言 す る と 、 第 ２ の 締 結 具 ２ ４ ８ お
よ び 第 １ の 締 結 具 ２ １ ０ は 、 互 い に 平 行 で あ っ て 、 か つ 離 間 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 第 ３ の 締 結 具 ２ ５ ４ を 更 に 有 す る の が よ く 、 こ の 第 ３ の
締 結 具 は 、 第 １ の 締 結 具 ２ １ ０ お よ び 第 ２ の 締 結 具 ２ ４ ８ と 寸 法 形 状 が ほ ぼ 同 じ で あ る 。
第 ３ の 締 結 具 ２ ５ ４ は 、 第 ３ の 締 結 具 中 心 線 ２ ５ ６ を 有 し 、 こ の 第 ３ の 締 結 具 中 心 線 は 、
第 １ の 締 結 具 中 心 線 ２ ５ ５ に 平 行 で あ る 。 第 ３ の 締 結 具 ２ ５ ４ は 、 雄 ね じ ２ ５ ８ を 備 え 、
こ れ ら 雄 ね じ は 、 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２ に 形 成 さ れ た 雌 ね じ ２ ６ ０ と 噛 み 合 う 。 図 １ Ａ に 示
す よ う に 、 開 口 部 、 例 え ば 、 第 １ の 開 口 部 ２ ０ ６ は 、 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２ を 完 全 に 貫 通 し
て い な く て も よ い 。 開 口 部 ２ ０ ６ が 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２ を 貫 通 し て い な い 場 合 、 締 結 具 、
例 え ば 、 第 １ の 締 結 具 ２ １ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２ の 凸 状 外 周 部 ２ ２ ６ か ら 挿 入 さ れ る
。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 用 の ピ ン は 、 別 の 連 結 構 造 を 備 え た ピ ン で あ っ て も よ い 。
例 え ば 、 図 １ Ｂ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ Ａ が 示 さ れ て い る 。 股
関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ Ａ は 、 図 １ Ａ の カ ッ プ ２ ０ ２ と ほ ぼ 同 じ カ ッ プ ２ ０ ２ Ａ お よ び ピ
ン ２ １ ０ Ａ を 有 し て い る 。 ピ ン ２ １ ０ Ａ は 、 図 １ Ａ の ピ ン ２ １ ０ Ａ と 幾 分 似 て い て 、 異 な
る 点 は 、 ピ ン ２ １ ０ Ａ が 、 テ ー パ し た 連 結 部 分 ２ １ ２ Ａ を 有 し て い る こ と で あ る 。 テ ー パ
連 結 部 分 ２ １ ２ Ａ は 、 雄 ね じ ２ １ ４ Ａ を 有 し 、 こ れ ら 雄 ね じ は 、 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２ Ａ に
形 成 さ れ た 雌 ね じ ２ １ ６ Ａ と 噛 み 合 う 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ Ａ は 、 開 口 部 ２ ０ ６ Ａ
を 有 し 、 こ の 開 口 部 は 、 カ ッ プ ２ ０ ２ Ａ の 断 面 を 貫 通 し て い る こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ Ｃ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 は 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ Ｂ の
形 態 を し て い る の が よ い 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ Ｂ は 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ Ｂ
が 、 図 １ Ａ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ の ピ ン ２ １ ０ Ａ と は 幾 分 異 な る ピ ン ２ １ ０ Ｂ を 有
し て い る 点 を 除 き 、 図 １ Ａ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 ピ ン ２ １ ０ Ｂ
は 、 図 １ Ｂ の ピ ン ２ １ ０ Ａ の 連 結 部 分 ２ １ ２ Ａ と は 逆 の 方 向 に テ ー パ し た 連 結 部 分 ２ １ ２
Ｂ を 有 し て い る 。 連 結 部 分 ２ １ ２ Ｂ は 、 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２ Ｂ に 形 成 さ れ た 雌 ね じ ２ １ ６
Ｂ と 噛 み 合 う 雄 ね じ ２ １ ４ Ｂ を 有 し て い る 。 股 関 節 カ ッ プ ２ ０ ２ Ｂ は 、 開 口 部 ２ ０ ６ Ｂ を
有 し 、 こ の 開 口 部 は 、 貫 通 穴 で あ る の が よ い が 、 そ う で あ る 必 要 は な い こ と は 理 解 さ れ る
べ き で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 股 関 節 カ ッ プ の 締 結 具 は 、 図 １ Ａ に 示 す よ う に 単 一 平 面 内 に 位 置 し て い る も の で あ る の
が よ い が 、 締 結 具 は 、 股 関 節 カ ッ プ の 周 り に 等 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ て も よ い こ と は 理 解
さ れ る べ き で あ る 。 例 え ば 、 図 １ Ｄ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 整 形 外 科 関 節 組 立 体 は 、 股 関
節 カ ッ プ 組 立 体 ２ ０ ０ Ｃ の 形 態 を し て い る の が よ く 、 こ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 は 、 股 関 節
カ ッ プ ２ ０ ２ Ｃ お よ び ペ グ の 形 態 を し て い る の が よ い ３ つ の 等 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ た 締
結 具 を 有 す る 。 締 結 具 ま た は ペ グ は 、 第 １ の 締 結 具 ２ １ ０ Ｃ 、 第 ２ の 締 結 具 ２ ４ ８ Ｃ お よ
び 第 ３ の 締 結 具 ２ ５ ４ Ｃ を 含 む の が よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 の 整 形 外 科 関 節 組 立 体 は 、 特 定 の 方 向 に ロ ッ ク す る ロ ッ ク 式 締 結 具 を 備 え る の が
よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 か か る ロ ッ ク 形 態 は 、 骨 粗 鬆 症 の 状 況 で あ る 骨 ま た は
骨 空 所 の あ る 患 者 に と っ て 特 に 好 適 で あ る と い う わ け で は な い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ
る 。 固 定 ロ ッ ク 式 締 結 具 の 固 定 場 所 は 、 空 所 ま た は 軟 ら か い 骨 と 位 置 が 合 っ て い る の が よ
く 、 そ の 特 定 の 患 者 の 骨 が 最 善 で あ る 場 所 に 一 致 し て い な く て も よ い 。 し た が っ て 、 本 発

10

20

30

40

50

(13) JP 2007-167660 A 2007.7.5



明 の ロ ッ ク 式 人 工 関 節 組 立 体 は 、 骨 内 の 多 数 の 角 度 位 置 に 位 置 決 め で き る 骨 用 締 結 具 を 有
す る の が よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 次 に 図 ８ を 参 照 す る と 、 位 置 決 め 可 能 な 締 結 具 を 有 す る 人 工 関 節 組 立
体 が 、 人 工 関 節 組 立 体 ま た は 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ３ ０ ０ と し て 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ
プ 組 立 体 ３ ０ ０ は 、 概 ね 半 球 形 の 形 を し て い て 、 原 点 ３ ２ ８ か ら 延 び る 半 径 Ｒ ０ ′ に よ り
画 定 さ れ る 凸 状 外 周 部 ３ ２ ６ に よ り 構 成 さ れ た 股 関 節 カ ッ プ ３ ０ ２ を 有 す る 。 股 関 節 カ ッ
プ ３ ０ ２ は 原 点 ３ ２ ８ か ら 半 径 Ｒ １ ′ に わ た り 延 び る 凹 状 内 周 部 ３ ３ ０ に よ り 、 さ ら に 構
成 さ れ る 。 股 関 節 カ ッ プ ３ ０ ２ は 、 内 壁 ３ ０ ４ を 有 し 、 こ の 内 壁 は 、 カ ッ プ ３ ０ ２ を 貫 通
し た 開 口 部 ３ ０ ６ を 画 定 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 整 形 外 科 関 節 組 立 体 ３ ０ ０ は 、 例 え ば ね じ の 形 態 を し た 締 結 具 ３ １ ０ を 更 に 有 す る 。 締
結 具 ３ １ ０ は 、 カ ッ プ ３ ０ ２ の 開 口 部 ３ ０ ６ に 嵌 め 込 ま れ る 連 結 部 分 ３ １ ２ を 有 す る 。 締
結 具 ３ １ ０ は 、 カ ッ プ ３ ０ ２ に 固 定 し て 接 続 さ れ る 。 図 ８ に 示 す よ う な 締 結 具 ３ １ ０ は 、
カ ッ プ ３ ０ ２ に 対 し 複 数 の 角 度 位 置 の う ち の １ つ の と こ ろ で カ ッ プ ３ ０ ２ に 固 定 し て 接 続
さ れ る の が よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 カ ッ プ ３ ０ ２ 内 で の 締 結 具 ３ １ ０ の 位 置 を 角 度 的 に 調 節 で き る よ う に す る こ と は 、 多 く
の 異 な る 仕 方 で 達 成 で き る 。 例 え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 人 工 関 節 組 立 体 ３ ０ ０ の 角 度 位
置 決 め 機 能 を も た ら す た め に カ ッ プ ３ ０ ２ と 締 結 具 ３ １ ０ と の 間 に 追 加 の コ ン ポ ー ネ ン ト
を 位 置 決 め す る の が よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 例 え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ を 締 結 具 ３ １ ０ と カ ッ プ ３ ０ ２ と の 間 に 位
置 決 め す る の が よ い 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 締 結 具 ３ １ ０ は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ と 連 結 可 能 な
連 結 部 分 ３ １ ２ を 有 す る の が よ い 。 連 結 部 分 ３ １ ２ は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ に 形 成 さ れ た 雌 ね
じ ３ １ ６ と 協 働 可 能 な 雄 ね じ ３ １ ４ を 有 す る の が よ い 。 締 結 具 ３ １ ０ は 、 締 結 部 分 ３ ２ ０
を 更 に 有 す る の が よ く 、 こ の 締 結 部 分 は 、 寛 骨 臼 １ １ と 係 合 可 能 な 骨 用 ね じ 山 ３ １ ８ を 有
す る の が よ い 。 締 結 具 ３ １ ０ は 、 先 端 部 ３ ２ ４ を 有 す る の が よ い 。 先 端 部 ３ ２ ４ は 、 セ ル
フ ド リ リ ン グ お よ び ／ ま た は セ ル フ タ ッ ピ ン グ 特 徴 部 を 有 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 カ ッ プ ３ ０ ２ は 、 寛 骨 臼 １ １ へ の カ ッ プ ３ ０ ２ の 固 定 を 促 進 す る よ う カ ッ プ ３ ０ ２ と 寛
骨 臼 １ １ と の 間 に お け る 骨 の 内 方 成 長 を 助 長 す る 多 孔 質 被 膜 ３ ３ ２ を 有 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 に 図 １ を 参 照 す る と 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ３ ０ ０ は 、 締 結 具 ３ １ ０ が 第 １ の 位 置 に あ
り 、 締 結 具 ３ １ ０ が 締 結 具 ３ １ ０ の 第 １ の 中 心 線 ３ ５ ６ と 位 置 合 わ せ さ れ た 状 態 で 示 さ れ
て い る 。 締 結 具 ３ １ ０ は 、 第 １ の 中 央 の 中 心 線 ３ ５ ６ か ら 第 ２ の 端 の 中 心 線 ３ ５ ７ お よ び
こ れ と 反 対 側 の 第 ３ の 端 の 中 心 線 ３ ５ ８ ま で 延 び る 許 容 可 能 な 位 置 の 円 錐 形 経 路 を 形 成 す
る よ う 動 く こ と が で き る の が よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 締 結 具 ３ １ ０ を 縦 方 向 中
心 線 上 の 第 １ の 中 央 位 置 ３ ５ ６ か ら 縦 方 向 中 心 線 の 端 の 位 置 ３ ５ ７ お よ び ３ ５ ８ ま で の 任
意 の 位 置 に ロ ッ ク で き る こ と に よ り 、 多 様 な 締 結 具 位 置 を 締 結 具 ３ １ ０ に よ っ て 用 い る こ
と が で き 、 そ れ に よ り 締 結 具 を 患 者 の 好 ま し い 骨 の 場 所 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 次 に 図 ９ を 参 照 す る と 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ３ ０ ０ は 、 人 工 股 関 節 ３ ３ ４ の 一 部 と し て
示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ３ ０ ０ は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ が 固 定 さ れ た 股 関 節 カ ッ プ
３ ０ ２ を 有 し て い る 。 締 結 具 ３ １ ０ は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ に よ り 股 関 節 カ ッ プ ３ ０ ２ に ロ ッ
ク 可 能 に 固 定 さ れ る 。 人 工 股 関 節 ３ ３ ４ は 、 図 ９ に 示 す よ う に ヘ ッ ド ３ ４ ０ が 取 り 外 し 可
能 に 固 定 さ れ た 股 関 節 ス テ ム ３ ３ ８ を 更 に 有 し て い る 。 ヘ ッ ド ３ ４ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ ３
０ ２ の 内 周 部 ３ ３ ０ に 関 節 運 動 可 能 に 直 接 結 合 す る の が よ く 、 ま た は 、 図 ９ に 示 す よ う に
、 股 関 節 カ ッ プ ３ ０ ２ と ヘ ッ ド ３ ４ ０ と の 間 に 位 置 決 め さ れ た 支 承 体 (bearing)ま た は ラ
イ ナ (liner)３ ６ ８ を 有 す る の が よ い 。 支 承 体 ３ ６ ８ は 、 任 意 適 当 な 材 料 、 例 え ば セ ラ ミ
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ッ ク 、 金 属 ま た は プ ラ ス チ ッ ク で 作 ら れ た も の で あ っ て よ い 。 支 承 体 ３ ６ ８ は 、 ポ リ エ チ
レ ン 、 例 え ば 、 超 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン (ultra-high molecular weight polyethylene)で
作 ら れ た も の で あ る の が よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 に 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 人 工 股 関 節 ３ ３ ４ が 、 患 者 の 体 内 に 位 置 し た 状 態 で 示 さ れ て
い る 。 人 工 股 関 節 ３ ３ ４ は 、 大 腿 骨 １ ３ の 髄 内 管 １ ４ ４ 内 に 形 成 さ れ た 腔 １ ４ ２ 内 に 嵌 め
込 ま れ た 股 関 節 ス テ ム ３ ３ ８ を 有 し て い る 。 ヘ ッ ド ３ ４ ０ が 、 股 関 節 ス テ ム ３ ３ ８ に 取 り
外 し 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 支 承 体 ３ ６ ８ が 、 ヘ ッ ド ３ ４ ０ 上 に 旋 回 可 能 に 位 置 決 め さ れ
る と 共 に カ ッ プ ３ ０ ２ 内 に 旋 回 可 能 に 位 置 決 め さ れ て い る 。 カ ッ プ ３ ０ ２ は 、 締 結 具 ３ １
０ を カ ッ プ ３ ０ ２ に し っ か り と 固 定 す る ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ を 有 し て い る 。 締 結 具 は 、 寛 骨 臼
１ １ に 固 定 さ れ て い る 。 図 １ ０ に 示 す よ う な 位 置 に あ る 締 結 具 ３ １ ０ は 、 寛 骨 臼 中 の 良 好
で 健 常 な 骨 に 達 す る こ と が で き 、 締 結 具 ３ １ ０ に と っ て 良 好 な 場 所 を も た ら さ な い 空 所 ま
た は 骨 粗 鬆 症 を 呈 す る 弱 い 海 綿 骨 ９ を 含 む 場 合 の あ る 寛 骨 臼 の 位 置 を 回 避 す る こ と が で き
る こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 図 １ １ を 参 照 す る と 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ３ ０ ０ の 締 結 部 分 が 詳 細 に 示 さ れ て い る
。 締 結 具 ３ １ ０ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 海 綿 骨 ね じ の 形 態 を し て い る 。 締 結 具 ３ １ ０ は
、 締 結 部 分 ３ ２ ０ を 有 し 、 こ の 締 結 部 分 は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ の 内 壁 ま た は 内 面 ３ ７ ０ の 内
周 Ｉ Ｄ よ り も 短 い も の で あ る の が よ い 外 径 Ｏ Ｄ を 有 す る 。 締 結 具 ３ １ ０ は 、 外 径 Ｏ Ｄ を 定
め る 骨 ね じ ３ １ ８ を 更 に 有 す る 。 締 結 具 ３ １ ０ は 、 締 結 具 ３ １ ０ の 連 結 部 分 ３ １ ２ に 設 け
ら れ た 雄 ね じ ３ １ ４ を 更 に 有 す る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 雄 ね じ ３ １ ４ は 、 テ ー パ し て い
る 。 締 結 具 ３ １ ０ の 雄 ね じ ３ １ ４ は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ の 雌 ね じ ３ １ ６ と 螺 合 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 、 股 関 節 カ ッ プ ３ ０ ２ に 旋 回 可 能 に 係 合 で き る 。 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 、
概 ね 球 形 の 形 を し て お り 、 カ ッ プ 穴 ま た は 開 口 部 ３ ０ ６ の 内 壁 ま た は 内 面 ３ ０ ４ と 合 致 可
能 な 半 径 方 向 外 面 ３ ７ ２ を 有 し て い る 。 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ の 雌 ね じ ３ １ ６ の 内 径 Ｉ Ｄ は 、 締
結 具 ３ １ ０ の 締 結 部 分 ３ ２ ０ が 開 口 部 ３ ０ ６ を ス ラ イ ド 可 能 に 通 過 で き る よ う に す る た め
、 締 結 具 ３ １ ０ の 締 結 部 分 ３ ２ ０ に 設 け ら れ た 海 綿 骨 用 ね じ 山 ３ １ ８ の 外 径 Ｏ Ｄ よ り も 大
き い の が よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 変 形 例 と し て 、 骨 用 ね じ 山 ３ １ ８ は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ の 雌 ね じ ３ １ ６ と 同 一 の ピ ッ チ を
有 し て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 こ の 場 合 、 締 結 具 ３ １ ０ の 締 結 部 分 ３ ２ ０ を
ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ に ね じ 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 雄 ね じ ３ １ ４ お よ び 雌 ね じ ３ １ ６ は 、 多 条 ね じ で あ る の が
よ く 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 骨 用 ね じ 山 ３ １ ８ の 一 条 ね じ 山 と 同 一 の ピ ッ チ を 有 す る の が
よ い 。 多 条 ね じ の 使 用 法 に つ い て は 、 後 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 締 結 具 ３ １ ０ の 締 結 部 分 ３ ２ ０ は 、 先 端 部 ３ ２ ４ を 有 す る の が よ い 。 先 端 部 ３ ２ ４ は 、
寛 骨 臼 １ １ へ の 締 結 具 ３ １ ０ の 取 付 け を 助 け る よ う セ ル フ ド リ リ ン グ お よ び ／ ま た は セ ル
タ ッ ピ ン グ 特 徴 部 を 有 す る の が よ い が 、 こ の よ う に す る か ど う か は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 次 に 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ３ ０ ０ の 締 結 具 ま た は ね じ ３ １ ０ が 、 詳
細 に 示 さ れ て い る 。 締 結 具 ３ １ ０ は 、 締 結 部 分 ３ ２ ０ お よ び 連 結 部 分 ３ １ ２ を 有 し て い る
。 連 結 部 分 ３ １ ２ は 、 テ ー パ し て い て 、 テ ー パ 角 θ ″ に よ り 定 め ら れ た 雄 ね じ ３ １ ４ を 有
し て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 テ ー パ ね じ 山 ３ １ ４ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 種 々 の 多 条 ね じ 山 の も の で あ る 。 例 え ば
、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ね じ 山 ３ １ ４ は 、 三 条 の も の で あ り 、 こ れ は 、 ピ ッ チ が Ｐ １ ′ と
し て 示 さ れ て い る よ う に ３ つ の 隣 り 合 う ね じ 山 に 等 し い こ と を 意 味 し て い る 。 締 結 具 ３ １
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０ を カ ッ プ ３ ０ ２ の 開 口 部 ３ ０ ６ （ 図 １ １ 参 照 ） 中 に 取 り 付 け る こ と が で き る よ う に す る
た め 、 締 結 部 分 ３ ２ ０ の 骨 用 ね じ 山 ３ １ ８ は 、 ピ ッ チ Ｐ １ を 有 し 、 こ の ピ ッ チ は 、 連 結 部
分 ３ １ ２ の ピ ッ チ Ｐ １ ′ と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う な 締 結 具 ３ １ ０ の 締 結 部 分 ３ ２ ０ の 骨 用 ね じ 山 ３ １ ８ は 、 海 綿 骨 用 ね
じ 山 で あ る 。 理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 海 綿 骨 用 ね じ 山 は 、 大 き な ピ ッ チ を 有 す る の が
よ く 、 ま た 、 軟 ら か い 海 綿 骨 内 に 定 着 で き る よ う 相 当 な ね じ 山 高 さ を 有 す る の が よ い 。 骨
用 ね じ 山 ３ １ ８ は 、 皮 質 骨 用 ね じ 山 で あ っ て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 皮 質 骨
に 係 合 し た 場 合 、 皮 質 骨 用 ね じ 山 は 、 よ り 密 で 強 固 な 骨 を 固 定 す る の に よ り 適 し た よ り 細
か い ピ ッ チ を 有 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 次 に 図 １ ３ お よ び 図 １ ４ を 参 照 す る と 、 カ ッ プ 組 立 体 ３ ０ ０ の ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ が 、 詳 細
に 示 さ れ て い る 。 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 、 ブ ッ シ ュ が 締 結 具 を カ ッ プ に 剛 性 的 に 固 定 で き る よ
う 柔 軟 で あ り ま た は 潰 れ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 、 コ レ ッ ト と 考
え る こ と も で き る 。 ブ ッ シ ュ ま た は コ レ ッ ト ３ ６ ６ は 、 人 体 と 適 合 性 の あ る 任 意 適 当 な 耐
久 性 の あ る 材 料 で 作 ら れ る 。 例 え ば 、 コ レ ッ ト は 、 金 属 、 例 え ば コ バ ル ト ク ロ ム 合 金 、 ス
テ ン レ ス 合 金 ま た は チ タ ン 合 金 で 作 ら れ る の が よ い 。 例 え ば 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 、 鍛 錬 チ
タ ン 合 金 で 作 ら れ る の が よ い 。 か か る 鍛 錬 チ タ ン 合 金 は 、 Ａ Ｓ Ｔ Ｍ Ｆ － １ ３ ６ Ｅ Ｌ Ｉ で あ
る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 好 ま し く は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ の 周 囲 に 設 け ら れ た 半 径 方 向 開 口 部 ま た
は 通 路 ３ ７ ４ を 有 す る 。 通 路 ３ ７ ４ は 、 半 径 方 向 外 面 ３ ７ ２ か ら 延 び て い る 。 ブ ッ シ ュ ３
６ ６ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 実 線 で 示 さ れ て い る よ う な 第 １ の 弛 緩 位 置 ３ ７ ６ を 有 し 、
こ の 第 １ の 弛 緩 位 置 ３ ７ ６ は 、 股 関 節 カ ッ プ ３ ０ ２ に 組 み 込 ま れ て い な い 状 態 の ブ ッ シ ュ
３ ６ ６ の 形 状 を 示 し て い る 。 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 、 収 縮 位 置 ３ ７ ８ を 更 に 有 し 、 こ の 収 縮 位
置 は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ を 股 関 節 カ ッ プ ３ ０ ２ 内 に 取 り 付 け る の に 必 要 な 位 置 を 示 し て い る
。 股 関 節 カ ッ プ ３ ０ ２ 内 に い っ た ん 取 り 付 け ら れ る と 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 、 非 取 付 け 状 態
の 弛 緩 位 置 ３ ７ ６ に 戻 る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 、 想 像 線 (in phantom)で 示 さ れ た 拡 張 位 置 ３ ８ ０ を 更 に 有 し 、 こ の 拡
張 位 置 で は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 、 股 関 節 カ ッ プ 内 に 取 り 付 け ら れ 、 締 結 具 が 取 り 付 け ら れ
て ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ に 当 た っ た 状 態 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ が 弛 緩 位 置 ３ ７ ６ か ら 拡 張 位 置 ３ ８ ０ に 動
く に つ れ て ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ が 拡 張 す る と 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ の 半 径 方 向 外 面 ３ ７ ２ は 、 拡 張
し て カ ッ プ ３ ０ ２ （ 図 １ １ 参 照 ） の 内 壁 ３ ０ ４ に ロ ッ ク 係 合 す る 。 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ の 拡 張
に よ り 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ と 股 関 節 カ ッ プ ３ ０ ２ と の 間 に 締 ま り 嵌 め 関 係 が 生 じ 、 そ れ に よ
り 、 応 力 が 最 小 限 の 状 態 で ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ が そ の 多 軸 差 し 向 け 位 置 (polyaxially oriente
d position)に し っ か り と ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 次 に 図 １ ４ を 参 照 す る と 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ の 断 面 が 示 さ れ て い る 。 図 １ ４ に 示 す よ う に
、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ の 半 径 方 向 外 面 ３ ７ ２ を 画 定 す る 球 形 半 径 Ｒ Ｓ を 有
し て い る 。 球 形 半 径 Ｒ Ｓ を 設 け る こ と に よ り 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ を 股 関 節 カ ッ プ ３ ０ ２ に 対
し て 多 く の 角 度 位 置 に 差 し 向 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ブ ッ シ ュ ３ ６ ６ の 雌 ね じ ３ １ ６ は 、 夾 角 α ″ に よ り 定 め ら れ た テ ー パ を 有 す る 。 角 度 α
″ は 、 例 え ば 、 ３ ° ～ ３ ０ ° で あ る の が よ い 。 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 半 径 方 向 外 面 ３ ７ ２
の 切 頭 球 形 (truncated spherical shape)を コ ー ナ ー 半 径 Ｒ で 変 更 す る の が よ い 。 ブ ッ シ
ュ ３ ６ ６ の 雌 ね じ ３ １ ６ お よ び 半 径 方 向 内 面 ３ ７ ０ は 、 締 結 具 ３ １ ０ を 受 け 入 れ る 中 央 軸
方 向 開 口 部 ３ ８ ２ を 備 え て い る こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
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【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 図 １ ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ と
し て 示 さ れ て い る 。 図 １ ５ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ が
複 数 個 の 締 結 具 を 有 し て い る 点 を 除 き 、 図 ８ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ３ ０ ０ と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 例 え ば 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ は 、 図 ８ の カ ッ プ ３ ０ ２ と ほ
ぼ 同 じ カ ッ プ ４ ０ ２ を 有 し て い る 。 図 １ ５ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ は 、 図 ８ の 締 結 具
３ １ ０ と ほ ぼ 同 じ 第 １ の 締 結 具 ４ １ ０ を 更 に 有 し て い る 。 第 １ の 締 結 具 ４ １ ０ は 、 連 結 部
分 ４ １ ２ お よ び 締 結 部 分 ４ ２ ０ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 連 結 部 分 は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 雄 ね じ ４ １ ４ を 有 す る の が よ い 。 雄 ね じ ４ １ ４ は 、
ブ ッ シ ュ ４ ６ ６ に 形 成 さ れ た 雌 ね じ ４ １ ６ と 噛 み 合 う 。 締 結 部 分 ４ ２ ０ は 、 寛 骨 臼 １ １ と
結 合 す る 骨 用 ね じ 山 ４ １ ８ を 有 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 １ ５ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ は 、 第 ２ の 締 結 具 ４ ８ ４ お よ び 第 ３ の 締 結 具 ４ ８ ６
を 更 に 有 す る 。 締 結 具 ４ ８ ４ ， ４ ８ ６ は 、 第 １ の 締 結 具 ４ １ ０ と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 第 ２ の
締 結 具 ４ ８ ４ は 、 締 結 部 分 ４ ８ ８ お よ び 連 結 部 分 ４ ９ ０ を 有 し て い る 。 こ れ と 同 様 に 、 第
３ の 締 結 具 ４ ８ ６ は 、 締 結 部 分 ４ ９ ２ お よ び 連 結 部 分 ４ ９ ４ を 有 し て い る 。 第 ２ の 締 結 具
４ ８ ４ は 、 第 ２ の ブ ッ シ ュ ４ ９ ６ と 協 働 し 、 第 ３ の 締 結 具 ４ ８ ６ は 、 第 ３ の ブ ッ シ ュ ４ ９
８ と 協 働 す る 。 第 ２ の ブ ッ シ ュ ４ ９ ６ お よ び 第 ３ の ブ ッ シ ュ ４ ９ ８ は 、 第 １ の ブ ッ シ ュ ４
６ ６ と ほ ぼ 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 第 ２ の 締 結 具 ４ ８ ４ は 、 第 １ の 締 結 具 ４ １ ０ と 同 様 に 、 複 数 の 位 置 に 位 置 決 め で き る 。
例 え ば 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 締 結 具 ４ ８ ４ は 、 実 線 で 示 さ れ て い る 位 置 お よ び 想
像 線 で 示 さ れ て い る 端 位 置 に 位 置 す る こ と が で き る 。 こ れ と 同 様 に 、 第 ３ の 締 結 具 ４ ８ ６
を 複 数 の ロ ッ ク 位 置 に 位 置 決 め で き る 。 例 え ば 、 第 ３ の 締 結 具 ４ ８ ６ は 、 実 線 で 示 さ れ た
第 １ の 位 置 な ら び に 想 像 線 で 示 さ れ た 第 ２ の 位 置 お よ び 第 ３ の 位 置 に 位 置 す る こ と が で き
る 。 理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 第 １ の 締 結 具 ４ １ ０ 、 第 ２ の 締 結 具 ４ ８ ４ お よ び 第 ３ の
締 結 具 ４ ８ ６ を 、 寛 骨 臼 １ １ へ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ の 固 定 に よ り 適 し た 寛 骨 臼 の
部 分 と 適 合 性 の あ る 場 所 の 実 現 を 達 成 す る よ う 多 数 の 位 置 に 位 置 決 め で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の 締 結 具 ４ １ ０ の 縦 方 向 中 心 線 ４ ５ ６ 、 第 ２ の 締 結 具 ４ ８ ４
の 縦 方 向 中 心 線 ４ ５ ４ お よ び 第 ３ の 締 結 具 ４ ８ ６ の 縦 方 向 中 心 線 ４ ６ ０ は 、 図 １ ５ に 示 す
よ う に 原 点 ４ ２ ８ に 向 か っ て 収 斂 す る の が よ い 。 中 心 線 ４ ５ ４ ， ４ ５ ６ ， ４ ６ ０ の 向 き は
、 図 １ ５ に 想 像 線 で 示 す よ う に 他 の 位 置 に 収 斂 し て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
ま た 、 締 結 具 ４ １ ０ ， ４ ８ ４ ， ４ ８ ６ の 縦 方 向 中 心 線 は 、 締 結 具 が 、 最 善 の 固 定 具 合 を 得
る こ と が で き る 寛 骨 臼 の 部 分 と 整 列 す る よ う に す る た め に 互 い に 対 し て 斜 め で あ っ て も よ
い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 １ ５ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ は 、 同 一 平 面 上 に 位 置 す る ３ つ の 締 結 具 を 示 し て い
る が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ の 締 結 具 を 股 関 節 カ ッ プ 周 り に よ り 均 一 な 間 隔 を 置 い て
設 け て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 例 え ば 、 図 １ ５ Ａ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 股
関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ Ａ は 、 図 示 の よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ ４ ０ ２ Ａ を 有 す る の が よ い 。
股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ４ ０ ０ Ａ は 、 第 １ の 締 結 具 ４ １ ０ Ａ 、 第 ２ の 締 結 具 ４ ８ ４ Ａ お よ び 第
３ の 締 結 具 ４ ８ ６ Ａ を 有 す る の が よ く 、 こ れ ら 締 結 具 は 、 股 関 節 カ ッ プ ４ ０ ２ Ａ を 良 好 に
支 持 す る よ う 原 点 ４ ２ ８ Ａ 周 り に 等 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 次 に 図 １ ６ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 整 形 外 科 関 節 組 立 体 ５ ０ ０ と
し て 示 さ れ て い る 。 整 形 外 科 関 節 組 立 体 ５ ０ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ の 形 態 を し
て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ は 、 カ ッ プ ５ ０ ２ を 有 し て い る 。 股 関 節 カ ッ プ ５ ０ ２
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は 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ が 複 数 個 の 締 結 具 を 有 し て い る こ と を 除 き 、 図 ４ の カ ッ プ
１ ０ ０ と 同 じ で あ る 。 し た が っ て 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ は 、 図 ４ の 第 １ の 締 結 具 １
１ ０ と ほ ぼ 同 じ 締 結 具 ５ １ ０ お よ び 追 加 の 締 結 具 、 例 え ば 第 ２ の 締 結 具 ５ ４ ８ を 有 し て い
る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 整 形 外 科 関 節 組 立 体 ５ ０ ０ は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に ２ つ の 締 結 具 、 例 え ば 第 １ の 締 結 具
５ １ ０ お よ び 第 ２ の 締 結 具 ５ ４ ８ し か 備 え て い な い が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ は 、 第
３ の 締 結 具 ５ ８ ８ お よ び 第 ４ の 締 結 具 ５ ２ ２ を 更 に 有 し て も よ い 。 締 結 具 ５ １ ０ ， ５ ４ ８
， ５ ５ ８ ， ５ ２ ２ は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 互 い に 実 質 的 に 同 一 で あ る の が よ い 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 第 １ の 締 結 具 ５ １ ０ は 、 寛 骨 臼 １ １ に 係 合 可 能 な 第 １ の 部 分 ５ ２ ０ お よ び カ ッ プ ５ ０ ２
と 協 働 可 能 な 第 ２ の 部 分 ま た は 連 結 部 分 ５ １ ２ を 有 し て い る 。 連 結 部 分 ５ １ ２ は 、 カ ッ プ
５ ０ ２ に 形 成 さ れ た 開 口 部 ５ ０ ６ に 形 成 さ れ て い る 雌 ね じ ５ １ ６ と 協 働 可 能 な 雄 ね じ ５ １
４ を 有 す る の が よ い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 同 様 に 、 第 ２ の 締 結 具 ５ ４ ８ 、 第 ３ の 締 結 具 ５ ５ ８ お よ び 第 ４ の 締 結 具 ５ ２ ２ は 、 寛 骨
臼 １ １ と 協 働 可 能 な 骨 用 ね じ 山 ５ ２ ９ を 有 す る の が よ い 。 第 ２ の 締 結 具 ５ ４ ８ 、 第 ３ の 締
結 具 ５ ５ ８ お よ び 第 ４ の 締 結 具 ５ ２ ２ は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 締 結 具 に 形 成 さ れ た 雄 ね
じ ５ ３ １ が カ ッ プ ５ ０ ２ の 開 口 部 ５ ２ ５ に 形 成 さ れ た 雌 ね じ ５ ３ ３ と 協 働 す る こ と に よ り
カ ッ プ ５ ０ ２ に し っ か り と 固 定 で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 締 結 具 ５ １ ０ は 、 第 １ の 締 結 具 中 心 線 ５ ５ ６ を 有 し 、 第 ２
の 締 結 具 ５ ４ ８ は 、 第 ２ の 締 結 具 縦 方 向 中 心 線 ５ ５ ４ を 有 し 、 第 ３ の 締 結 具 ５ ５ ８ は 、 第
３ の 締 結 具 中 心 線 ５ ６ ０ を 有 し 、 以 下 同 様 で あ る 。 中 心 線 ５ ５ ４ ， ５ ５ ６ ， ５ ６ ０ は 、 図
１ ６ に 示 す よ う に 、 原 点 ５ ２ ８ の と こ ろ で 合 体 し て い る 。 中 心 線 の 位 置 設 定 は 、 ど こ か 他
の 場 所 で あ っ て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 図 １ ６ に 示 す よ う な 中 心 線 の 位 置 は
、 寛 骨 臼 １ １ 内 の 固 定 位 置 に つ い て 最 も 広 い 選 択 が 得 ら れ る よ う 選 択 さ れ た も の で あ る の
が よ い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 締 結 具 は 、 全 て 同 一 平 面 上 に 位 置 す る の が よ い が 、 締 結 具 が 股 関
節 カ ッ プ 周 り に よ り 一 様 に 分 布 し て 配 置 さ れ た 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 を 提 供 し て も よ い こ と
は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 例 え ば 、 図 １ ６ Ａ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体
５ ０ ０ Ａ が 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ Ａ は 、 第 １ の 締 結 具 ５ １ ０ Ａ 、 第 ２
の 締 結 具 ５ ４ ８ Ａ 、 第 ３ の 締 結 具 ５ ５ ８ Ａ お よ び 第 ４ の 締 結 具 ５ ２ ２ Ａ を 受 け 入 れ る 開 口
部 を 備 え た 股 関 節 カ ッ プ ５ ０ ２ Ａ を 有 し て い る 。 締 結 具 ５ １ ０ Ａ ， ５ ４ ８ Ａ ， ５ ５ ８ Ａ ，
５ ２ ２ Ａ は 、 図 １ ６ Ａ に 示 す よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ ５ ０ ２ Ａ 周 り に 一 様 に 分 布 し て 設 け ら
れ る の が よ い 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 次 に 図 １ ７ 、 図 １ ７ Ａ 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ８ Ａ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形
態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ Ｂ と し て 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ Ｂ は
、 図 １ ６ の 股 関 節 カ ッ プ ５ ０ ２ を 利 用 す る と 共 に 代 替 的 に 図 １ ６ の 締 結 具 ５ １ ０ お よ び こ
れ と は 異 な る 締 結 具 を 利 用 し て い る 。 締 結 具 ５ １ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ ５ ０ ２ Ｂ に し っ か り
と 固 定 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ Ｂ は 、 本 発 明 に よ れ ば 、 非 ロ ッ ク 式 締 結 具
で あ る 締 結 具 ５ １ ０ Ｂ と 図 １ ７ お よ び 図 １ ８ に 示 す よ う な ロ ッ ク 式 締 結 具 ５ １ ０ の 両 方 を
有 す る の が よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 股 間 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ Ｂ は 、 股 関 節 カ
ッ プ ５ ０ ２ お よ び 締 結 具 ５ １ ０ Ｂ ま た は 締 結 具 ５ １ ０ を 有 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 １ ７ Ａ お よ び 図 １ ８ Ａ に 示 す よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ５ ０ ０ Ｂ は 、 変 形 例 と し て
、 締 結 部 分 ５ ２ ０ Ｂ お よ び ヘ ッ ド の 形 態 を し た 連 結 部 分 ５ １ ２ Ｂ を 備 え た 締 結 具 ５ １ ０ Ｂ
を 有 し て い る 。 ヘ ッ ド ５ １ ２ Ｂ は 、 股 関 節 カ ッ プ ５ ０ ２ Ｂ の 開 口 部 ５ ０ ６ に 形 成 さ れ た 端
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ぐ り 部  (counter bore)５ ３ ５ に 載 っ て い る 。 締 結 部 分 ５ ２ ０ Ｂ は 、 図 １ ７ Ａ に 示 す よ う
に 海 綿 骨 用 ね じ 山 の 形 態 を し て い る の が よ い ね じ 山 、 例 え ば 、 骨 用 ね じ 山 ５ １ ８ Ｂ を 有 し
て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 本 発 明 の 人 工 関 節 組 立 体 は 、 図 １ ６ お よ び 図 １ ６ Ａ に 示 す よ う に 、 カ ッ プ の 原 点 ま た は
中 央 部 か ら 外 方 へ 延 び る 締 結 具 を 有 す る の が よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 単 一 の ロ
ッ ク 位 置 を 有 す る と 共 に カ ッ プ に 対 し て 互 い に 異 な る 向 き を 有 す る ロ ッ ク 式 締 結 具 を 備 え
た 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 が 、 患 者 の 特 定 の 条 件 に 合 わ せ て 設 計 で き る こ と は 理 解 さ れ る べ き
で あ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 例 え ば 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 締 結 具 を こ れ ら 締 結 具 が 患 者 に 向 か っ て よ り 半 径 方 向 内
方 に 延 び る よ う 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ
組 立 体 ６ ０ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ ６ ０ ２ を 有 し て い る 。 股 関 節 カ ッ プ ６ ０ ２ は 、 股 関 節 カ ッ
プ ６ ０ ２ が カ ッ プ ６ ０ ２ の 原 点 ６ ２ ８ ま で は 延 び な い 中 心 線 を 有 す る 第 １ の 開 口 部 ６ ０ ６
お よ び 追 加 の 開 口 部 ６ ２ ５ を 有 す る こ と を 除 き 、 図 １ ６ 、 図 １ ７ お よ び 図 １ ７ Ａ の 股 関 節
カ ッ プ ５ ０ ２ と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 例 え ば 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ ６ ０ ２ は 、 原 点 ６ ２ ８ か ら 外 方 へ 延 び る 半
径 Ｒ １ ′ ″ に よ り 画 定 さ れ た 内 周 部 ６ ３ ０ を 有 す る 。 股 関 節 カ ッ プ ６ ０ ２ は 、 原 点 ６ ２ ８
か ら 外 方 へ 延 び る 半 径 Ｒ ０ ′ ″ に よ り 更 に 画 定 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ ６ ０ ２ の 外 周 部
６ ２ ６ は 、 第 １ の 開 口 部 ６ ０ ６ お よ び 追 加 の 半 径 方 向 開 口 部 ６ ２ ５ を 更 に 有 し て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 第 １ の 開 口 部 ６ ０ ６ は 、 第 １ の 開 口 部 軸 線 中 心 線 ６ ５ ６ を 定 め て
い る 。 追 加 の 半 径 方 向 開 口 部 ６ ２ ５ は 、 第 ２ の 開 口 部 中 心 線 ６ ５ ４ 、 第 ３ の 開 口 部 中 心 線
６ ６ ０ お よ び 第 ４ の 開 口 部 中 心 線 ６ ２ １ を 定 め て い る 。 開 口 部 中 心 線 ６ ５ ６ ， ６ ５ ４ ， ６
６ ０ ， ６ ２ １ は 全 て 、 原 点 ６ ２ ９ に 向 か っ て 延 び て 合 体 し て お り 、 こ の 原 点 ６ ２ ９ は 、 股
関 節 カ ッ プ ６ ０ ２ の 内 周 部 お よ び 外 周 部 を 定 め る 原 点 ６ ２ ８ か ら 離 間 し て い る 。 第 １ の 締
結 具 ６ １ ０ は 、 第 １ の 開 口 部 ６ ０ ６ の と こ ろ で 股 関 節 カ ッ プ ６ ０ ２ 内 に ロ ッ ク 可 能 に 嵌 ま
り 、 こ れ に 対 し 、 第 ２ の 締 結 具 ６ ４ ８ 、 第 ３ の 締 結 具 ６ ５ ８ お よ び 第 ４ の 締 結 具 ６ ２ ２ は
、 他 の 開 口 部 ６ ２ ５ 内 に ロ ッ ク 可 能 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 １ ９ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ６ ０ ０ は 、 同 一 平 面 上 に 位 置 す る ４ つ の 締 結 具 を 示 し て い
る が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ６ ０ ０ の 締 結 具 を 股 関 節 カ ッ プ の 周 り に よ り 均 一 な 間 隔 を 置 い
て 設 け る の が よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 例 え ば 、 図 １ ９ Ａ に 示 す よ う に 、 本 発 明
の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ６ ０ ０ Ａ は 、 図 示 の よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ ６ ０ ２ Ａ を 有 す る の が よ
い 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ６ ０ ０ Ａ は 、 第 １ の 締 結 具 ６ １ ０ Ａ 、 第 ２ の 締 結 具 ６ ４ ８ Ａ 、 第
３ の 締 結 具 ６ ５ ８ Ａ お よ び 第 ４ の 締 結 具 ６ ２ ２ Ａ を 有 す る の が よ く 、 こ れ ら 締 結 具 は 、 股
関 節 カ ッ プ ６ ０ ２ Ａ を 良 好 に 支 持 す る よ う 原 点 ６ ２ ８ Ａ 周 り に 等 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 次 に 図 ２ ０ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ７ ０ ０ と
し て 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ７ ０ ０ は 、 締 結 具 ７ １ ０ が 締 結 具 ７ １ ０ を 股 関 節
カ ッ プ ７ ０ ２ に 更 に 別 の 仕 方 で ロ ッ ク 可 能 に 固 定 す る 連 結 部 分 ７ ２ ０ を 有 し て い る こ と を
除 き 、 図 ４ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ と 同 様 で あ る 。 締 結 具 ７ １ ０ は 、 寛 骨 臼 １ １ に 係
合 可 能 な 締 結 部 分 ７ １ ８ を 更 に 有 し て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 連 結 部 分 ７ ２ ０ は 、 連 結 部 分 ７ ２ ０ が ね じ 山 を 備 え て い な い と い う 点 で 、 図 ４ の 連 結 部
分 １ ２ ０ と は 異 な っ て い る 。 変 形 例 と し て 、 連 結 部 分 ７ ２ ０ は 、 締 結 具 ７ １ ０ を 股 関 節 カ
ッ プ ７ ０ ２ に ロ ッ ク す る よ う ロ ッ ク テ ー パ (locking taper)を 利 用 す る 。 連 結 部 分 ７ ２ ０
は 、 股 関 節 カ ッ プ ７ ０ ２ の 開 口 部 ７ ０ ６ に 形 成 さ れ た 内 側 テ ー パ ７ １ ６ と 合 致 す る 外 側 テ
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ー パ ７ １ ４ を 有 し て い る 。 外 側 テ ー パ ７ １ ４ と 内 側 テ ー パ ７ １ ６ は 、 セ ル フ ロ ッ ク 作 用 を
も た ら す の に 十 分 小 さ な 角 度 で あ る 夾 角 θ ′ ″ を 有 し て い る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 セ ル フ ロ ッ ク 式 で あ る テ ー パ に 関 し 、 以 下 の 関 係 式 、 即 ち 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｔ ａ ｎ θ ′ ″ ／ ２ ＜ μ
を 満 足 し な け れ ば な ら ず 、 上 式 に お い て 、
　 θ ′ ″ ＝ テ ー パ の 夾 角
　 μ ＝ 用 い ら れ た 材 料 の 摩 擦 係 数
で あ る 。 例 え ば 、 角 度 θ ′ ″ は 、 約 １ ° ～ ２ ０ ° で あ る の が よ い 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 次 に 図 ２ １ お よ び 図 ２ １ Ａ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ
組 立 体 ８ ０ ０ と し て 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ８ ０ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ８
０ ０ が フ ラ ン ジ を 備 え た 股 関 節 カ ッ プ ８ ０ ２ お よ び フ ラ ン ジ の と こ ろ で 股 関 節 カ ッ プ ８ ０
２ に 連 結 さ れ た 締 結 具 を 有 し て い る こ と を 除 き 、 図 ４ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ８ ０ ０ と ほ ぼ
同 じ で あ る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ８ ０ ０ は 、 凸 状 の 半 球 形 外 周 部 ８ ２ ６ お よ び 凹 状 内 周 部
８ ３ ０ を 備 え た 本 体 ８ ４ ３ を 有 し て い る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 複 数 個 の フ ラ ン ジ が 、 本 体 ８ ４ ３ か ら 延 び て い る 。 例 え ば 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 第 １
の フ ラ ン ジ ８ ３ ７ が 、 本 体 ８ ４ ３ か ら 外 方 へ 延 び て い る 。 ま た 、 第 ２ の フ ラ ン ジ ８ ３ ９ が
、 本 体 ８ ４ ３ か ら 外 方 へ 延 び 、 第 ３ の フ ラ ン ジ ８ ４ １ も ま た 、 本 体 ８ ４ ３ か ら 外 方 へ 延 び
て い る 。 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 フ ラ ン ジ ８ ３ ７ ， ８ ３ ９ ， ８ ４ １ は 、 末 広 が り 方 向 (diver
ging directions)に 延 び て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 第 １ の 締 結 具 ８ １ ０ が 、 第 １ の フ ラ ン ジ ８ ３ ７ に し っ か り と 固 定 さ れ て い る 。 同 様 に 、
第 ２ の 締 結 具 ８ ４ ８ が 、 第 ２ の フ ラ ン ジ ８ ３ ９ に し っ か り と 固 定 さ れ て い る 。 第 ３ の 締 結
具 ８ ５ ８ が 、 第 ３ の フ ラ ン ジ ８ ４ １ に し っ か り と 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 次 に 図 ２ １ Ａ を 参 照 す る と 、 第 １ の 締 結 具 ８ １ ０ お よ び 第 ２ の 締 結 具 ８ ４ ８ が 、 詳 細 に
示 さ れ て い る 。 第 １ の 締 結 具 ８ １ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ ８ ０ ２ の 第 １ の フ ラ ン ジ ８ ３ ７ に 連
結 可 能 な 連 結 部 分 ８ １ ２ を 有 し て い る 。 第 １ の 締 結 具 ８ １ ０ は 、 寛 骨 臼 １ １ に 連 結 可 能 な
骨 用 ね じ 山 が 設 け ら れ た 締 結 部 分 ８ ２ ０ を 更 に 有 し て い る 。 連 結 部 分 ８ １ ２ は 、 図 ２ １ Ａ
に 示 す よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ ８ ０ ２ の 第 １ の フ ラ ン ジ ８ ３ ７ に 設 け ら れ た 雌 ね じ ８ １ ６ と
協 働 可 能 な 雄 ね じ ８ １ ４ を 有 し て い る 。 雄 ね じ ８ １ ４ お よ び 雌 ね じ ８ １ ６ は 、 剛 性 連 結 関
係 を 保 証 す る よ う テ ー パ し て い る の が よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ８ ０ ０ は 、 第 ２ の 締 結 具 ８ ４ ８ を 更 に 有 し 、 こ の 第 ２ の 締 結 具 は 、
締 結 部 分 ８ ８ ８ お よ び 連 結 部 分 ８ ９ ０ を 有 し て い る 。 締 結 部 分 ８ ８ ８ は 、 寛 骨 臼 １ １ に 係
合 し 、 連 結 部 分 ８ ９ ０ は 、 カ ッ プ ８ ０ ２ の 第 ２ の フ ラ ン ジ ８ ３ ９ に 係 合 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 次 に 図 ２ ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ９ ０ ０ と
し て 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ９ ０ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ９ ０ ０ が 締 結 具 と
股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の フ ラ ン ジ と の 間 に 位 置 決 め さ れ た ブ ッ シ ュ を 更 に 有 し て い る こ と を
除 き 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ １ Ａ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ８ ０ ０ と 同 様 で あ る 。 例 え ば 、 図 ２ ２
に 示 す よ う に 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ９ ０ ０ は 、 半 球 形 本 体 ９ ４ ３ お よ び 互 い に 離 間 す る フ
ラ ン ジ ９ ３ ７ ， ９ ３ ９ を 備 え た 股 関 節 カ ッ プ ９ ０ ２ を 有 し て い る 。 本 体 ９ ４ ３ は 、 半 球 形
凹 状 内 周 部 ９ ３ ０ 、 お よ び 離 間 し た 凸 状 外 周 部 ９ ２ ６ 、 を 有 し て い る 。 第 １ の フ ラ ン ジ ９
３ ７ は 、 本 体 ９ ４ ３ か ら 外 方 へ 延 び 、 第 ２ の フ ラ ン ジ ９ ３ ９ も ま た 、 第 １ の フ ラ ン ジ ９ ３
７ と は 逆 の 方 向 に 本 体 ９ ４ ３ か ら 外 方 へ 延 び て い る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 ９ ０ ０ は 、 第 １ の 締 結 具 ９ １ ０ を 更 に 有 し て い る 。 第 １ の 締 結 具 ９
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１ ０ は 、 第 １ の ブ ッ シ ュ ９ ６ ６ に し っ か り と 固 定 さ れ て い る 。 第 １ の 締 結 具 ９ １ ０ は 、 寛
骨 臼 １ １ と 協 働 可 能 な 締 結 部 分 ９ ２ ０ お よ び 連 結 部 分 ９ １ ２ を 有 し て い る 。 連 結 部 分 ９ １
２ は 、 テ ー パ し た 雄 ね じ ９ １ ４ を 有 し 、 こ の 雄 ね じ は 、 ブ ッ シ ュ ９ ６ ６ に 形 成 さ れ た 雌 ね
じ ９ １ ６ と 噛 み 合 う 。 ブ ッ シ ュ ９ ６ ６ に よ り 、 カ ッ プ ９ ０ ２ に 対 す る 締 結 具 ９ １ ０ の 旋 回
可 能 な 多 軸 ロ ッ ク 可 能 運 動 が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 股 関 節 カ ッ プ ９ ０ ０ は 、 第 １ の 締 結 具 ９ １ ０ と ほ ぼ 同 じ 第 ２ の 締 結 具 ９ ４ ８ を 更 に 有 し
て い る 。 第 ２ の 締 結 具 ９ ４ ８ は 、 寛 骨 臼 １ １ と 協 働 可 能 な 締 結 部 分 ９ ８ ８ お よ び 連 結 部 分
９ ９ ０ を 有 し 、 こ の 連 結 部 分 は 、 ブ ッ シ ュ ９ ９ ６ と ロ ッ ク 可 能 に 協 働 し て 第 ２ の 締 結 具 ９
４ ８ を 多 数 の 多 軸 ロ ッ ク 位 置 の う ち の 選 択 さ れ た １ つ の と こ ろ で 股 関 節 カ ッ プ ９ ０ ２ の フ
ラ ン ジ ９ ３ ９ に ロ ッ ク す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 次 に 図 ２ ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ ０
と し て 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ ０ は 、 図 ４ の 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ２ と ほ ぼ
同 じ 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ０ ２ を 有 し て お り 、 異 な る 点 は 、 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ０ ２ が 、 締 結 具
１ ０ １ ０ を カ ッ プ １ ０ ０ ２ に ロ ッ ク す る の を 助 け る 止 め ね じ 開 口 部 (locking screw openi
ng)１ ０ ０ ６ を 有 し て い る こ と で あ る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ １
０ ０ ２ に 加 え て 、 第 １ の 締 結 具 １ ０ １ ０ お よ び 止 め ね じ １ ０ ４ ５ を 有 し て い る 。 止 め ね じ
１ ０ ４ ５ は 、 第 １ の 止 め ね じ 開 口 部 １ ０ ６ １ の と こ ろ で 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ０ ２ に 螺 合 可 能
に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０ ２ は 、 第 １ の 締 結 具 １ ０ １ ０ を 有 し 、 こ の 締 結 具 は 、 開 口 部
１ ０ ０ ６ の と こ ろ で 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ０ ２ に ロ ッ ク 可 能 に か つ 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ て い
る 。 第 １ の 締 結 具 １ ０ １ ０ は 、 寛 骨 臼 １ １ に 固 定 可 能 な 締 結 部 分 １ ０ ２ ０ お よ び 連 結 部 分
１ ０ １ ２ を 有 し て い る 。 連 結 部 分 １ ０ １ ２ は 、 螺 合 可 能 な ロ ッ ク 係 合 部 ま た は 図 ２ ３ に 示
す よ う に 、 自 動 ロ ッ ク 式 テ ー パ 連 結 部 を 有 す る の が よ い 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 連 結 部 分 １ ０ １ ２ は 、 第 １ の 締 結 具 １ ０ １ ０ の 連 結 部 分 １ ０ １ ２
に 形 成 さ れ た 外 側 テ ー パ １ ０ １ ４ を 有 し て い る 。 外 側 テ ー パ １ ０ １ ４ は 、 股 関 節 カ ッ プ １
０ ０ ２ の 開 口 部 １ ０ ０ ６ に 形 成 さ れ た 内 側 テ ー パ １ ０ １ ６ 内 に ロ ッ ク す る 。 締 結 部 分 １ ０
２ ０ は 、 寛 骨 臼 １ １ に 固 定 可 能 な 骨 用 ね じ 山 １ ０ １ ８ を 有 し て い る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 次 に 図 ２ ３ Ａ お よ び 図 ２ ３ Ｂ を 参 照 す る と 、 締 結 具 １ ０ １ ０ へ の 止 め ね じ １ ０ ４ ５ の 連
結 の 仕 方 が 、 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 止 め ね じ １ ０ ４ ５ は 、 止 め ね じ 平 坦 部 １ ０ ４ ７ を 有 し
、 こ の 止 め ね じ 平 坦 部 は 、 締 結 具 １ ０ １ ０ に 形 成 さ れ た 締 結 平 坦 部 １ ０ ４ ９ に 合 致 す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 次 に 図 ２ ３ Ｃ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ １ ０
０ と し て 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ １ ０ ０ は 、 止 め ね じ と 締 結 具 が 幾 分 異 な る
仕 方 で 協 働 す る こ と を 除 き 、 図 ２ ３ 、 図 ２ ３ Ａ お よ び 図 ２ ３ Ｂ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０
０ ０ と 同 様 で あ る 。 図 ２ ３ Ｃ に 示 す よ う に 、 止 め ね じ １ １ ４ ５ は 、 締 結 具 １ １ １ ０ に 形 成
さ れ た ス カ ラ ッ プ １ １ ４ ９ と 合 致 す る 外 周 部 １ １ ４ ７ を 有 し て い る 。 止 め ね じ １ １ ４ ５ お
よ び 締 結 具 １ １ １ ０ は 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ １ ０ ０ を 形 成 す る よ う カ ッ プ １ ０ ０ ２ と 協
働 す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 次 に 図 ２ ３ Ｄ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ２ ０
０ と し て 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ２ ０ ０ は 、 図 ２ ３ 、 図 ２ ３ Ａ お よ び 図 ２ ３
Ｂ の 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ０ ２ と ほ ぼ 同 じ 股 関 節 カ ッ プ １ ２ ０ ２ を 有 し て い る 。 股 関 節 カ ッ プ
組 立 体 １ ２ ０ ０ の 締 結 具 １ ２ １ ０ お よ び 止 め ね じ １ ２ ４ ５ は 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ０ ０
０ の 止 め ね じ １ ０ ４ ５ お よ び 締 結 具 １ ０ １ ０ と は 幾 分 異 な っ て い る 。 締 結 具 １ ２ １ ０ は 、
カ ッ プ １ ２ ０ ２ に ロ ッ ク 可 能 に 係 合 す る 外 側 テ ー パ １ ２ １ ４ を 有 し て い る 。 股 関 節 カ ッ プ
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組 立 体 １ ２ ０ ０ は 、 止 め ね じ １ ２ ４ ５ を 含 む 連 結 部 分 １ ２ １ ２ を 更 に 有 し 、 こ の 止 め ね じ
は 、 締 結 具 １ ２ １ ０ を 股 関 節 カ ッ プ １ ２ ０ ２ に 固 定 す る よ う 締 結 具 １ ２ １ ０ の 頂 部 １ ２ ４
９ と 合 致 す る 凹 み フ ェ ー ス １ ２ ４ ７ を 備 え て い る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 次 に 図 ２ ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ ０
と し て 示 さ れ て い る 。 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ ０ は 、 図 ４ の 股 関 節 カ ッ プ １ ０ ０ ２ と ほ
ぼ 同 じ 股 関 節 カ ッ プ １ ３ ０ ２ を 有 し 、 異 な る 点 は 、 股 関 節 カ ッ プ １ ３ ０ ２ が 、 種 々 の タ イ
プ の 複 数 個 の 締 結 具 を 有 し て い る こ と に あ る 。 例 え ば 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 股 関 節 カ ッ
プ 組 立 体 １ ３ ０ ０ は 、 締 結 部 分 １ ３ ２ ０ を 備 え た 第 １ の 締 結 具 １ ３ １ ０ を 有 し 、 こ の 締 結
部 分 は 、 海 綿 骨 用 ね じ 山 １ ３ １ ８ を 有 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 第 １ の 締 結 具 １ ３ １ ０ は 、 連 結 部 分 １ ３ １ ２ を 更 に 有 し 、 こ の 連 結 部 分 は 、 第 １ の 締 結
具 １ ３ １ ０ の 連 結 部 分 １ ３ １ ２ に 設 け ら れ た 雄 ね じ １ ３ １ ４ と 噛 み 合 う 雌 ね じ １ ３ １ ６ が
設 け ら れ た ブ ッ シ ュ １ ３ ６ ６ を 有 し て い る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 １ ３ ０ ０ は 、 寛 骨 臼 １ １ と 協 働 可 能 な 締 結 部 分 １ ３ ８ ８ を 備 え た 第
２ の 締 結 具 １ ３ ４ ８ を 更 に 有 し て い る 。 締 結 部 分 １ ３ ８ ８ は 、 海 綿 骨 用 ね じ 山 を 有 す る の
が よ い 。 第 ２ の 締 結 具 １ ３ ４ ８ は 、 ロ ッ ク テ ー パ の 形 態 を し た 連 結 部 分 １ ３ ９ ０ を 更 に 有
し て い る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 股 関 節 カ ッ プ １ ３ ０ ２ は 、 第 ３ の 締 結 具 １ ３ ５ ８ を 更 に 有 し 、 こ の 第 ３ の 締 結 具 は 、 例
え ば 皮 質 骨 用 ね じ 山 の 形 態 を し た 連 結 部 分 １ ３ ９ ２ お よ び 円 筒 形 雄 ね じ の 形 態 を し た 連 結
部 分 １ ３ ９ ４ を 有 し 、 こ れ ら 円 筒 形 雄 ね じ は 、 股 関 節 カ ッ プ １ ３ ０ ２ に 設 け ら れ た 円 筒 形
雌 ね じ と 噛 み 合 う 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 次 に 図 ２ ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 整 形 外 科 関 節 組 立 体 １ ４ ３ ４
と し て 示 さ れ て い る 。 整 形 外 科 関 節 組 立 体 １ ４ ３ ４ は 、 大 腿 骨 １ ３ と 協 働 可 能 な ス テ ム １
４ ５ ５ を 含 む 大 腿 骨 コ ン ポ ー ネ ン ト １ ４ ５ １ お よ び ス テ ム １ ４ ５ ５ か ら 延 び る 関 節 間 部 分
１ ４ ６ ３ を 有 し て い る 。 関 節 間 部 分 １ ４ ６ ３ は 、 支 承 体 １ ４ ５ ３ と 協 働 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 支 承 体 １ ４ ５ ３ は 、 脛 骨 コ ン ポ ー ネ ン ト ま た は 脛 骨 ト レ ー １ ４ ０ ２ と 協 働 す る 。 脛 骨 ト
レ ー １ ４ ０ ２ は 、 第 １ の 開 口 部 １ ４ ０ ６ 、 お よ び 離 間 し た 第 ２ の 開 口 部 １ ４ ２ ７ 、 を 有 し
て い る 。 第 １ の 開 口 部 １ ４ ０ ６ は 、 第 １ の 締 結 具 １ ４ １ ０ と ロ ッ ク 可 能 に 協 働 し 、 第 ２ の
開 口 部 １ ４ ２ ７ は 、 第 ２ の 締 結 具 １ ４ ４ ８ と ロ ッ ク 可 能 に 協 働 す る 。 第 １ の 締 結 具 １ ４ １
０ は 、 脛 骨 １ ５ と 協 働 可 能 な 締 結 部 分 １ ４ ２ ０ お よ び 脛 骨 ト レ ー １ ４ ０ ２ と ロ ッ ク 可 能 に
連 結 可 能 な 連 結 部 分 １ ４ １ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 第 ２ の 締 結 具 １ ４ ４ ８ は 、 脛 骨 １ ５ と 協 働 可 能 な 締 結 部 分 １ ４ ８ ８ お よ び ブ ッ シ ュ １ ４
９ ６ と ロ ッ ク 可 能 に 協 働 可 能 な 連 結 部 分 １ ４ ９ ０ を 有 し て い る 。 ブ ッ シ ュ １ ４ ９ ６ は 、 締
結 具 １ ４ ４ ８ と ロ ッ ク 可 能 な 仕 方 で 多 軸 位 置 決 め が 可 能 な よ う に 脛 骨 ト レ ー １ ４ ０ ２ と ロ
ッ ク 可 能 に 協 働 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 次 に 図 ２ ６ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 人 工 肩 関 節 の 形 態 を し た 整 形
外 科 関 節 組 立 体 １ ５ ３ ４ と し て 示 さ れ て い る 。 人 工 肩 関 節 １ ５ ３ ４ は 、 上 腕 骨 ７ 内 に 植 え
込 み 可 能 な 上 腕 骨 ス テ ム １ ５ ５ １ を 有 し て い る 。 人 工 肩 関 節 １ ５ ３ ４ は 、 上 腕 骨 ス テ ム １
５ ５ １ 上 に 位 置 決 め 可 能 な ヘ ッ ド １ ５ ４ ０ を 更 に 有 し て い る 。 人 工 肩 関 節 １ ５ ３ ４ は 、 ヘ
ッ ド １ ５ ４ ０ と 旋 回 可 能 に 協 働 可 能 な 支 承 体 １ ５ ５ ３ を 更 に 有 し て い る 。 人 工 肩 関 節 １ ５
３ ４ は 、 関 節 窩 １ ５ １ １ に 植 え 込 み 可 能 で あ っ て ヘ ッ ド １ ５ ４ ０ と 協 働 可 能 な 関 節 窩 組 立
体 １ ５ ０ ０ を 更 に 有 し て い る 。 関 節 窩 組 立 体 １ ５ ０ ０ は 、 関 節 窩 コ ン ポ ー ネ ン ト １ ５ ０ ２
な ら び に 第 １ の 締 結 具 １ ５ １ ０ お よ び 第 ２ の 締 結 具 １ ５ ４ ８ を 有 し て い る 。 関 節 窩 コ ン ポ
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ー ネ ン ト １ ５ ０ ２ は 、 支 承 体 １ ５ ５ ３ を 有 す る の が よ く 、 ま た 、 支 承 体 １ ５ ５ ３ と 一 体 で
あ る の が よ い 。 第 １ の 締 結 具 １ ５ １ ０ は 、 締 結 具 １ ５ １ ０ と 関 節 窩 コ ン ポ ー ネ ン ト １ ５ ０
２ と の 間 に 位 置 決 め さ れ た ブ ッ シ ュ １ ５ ６ ６ を 有 し て い る 。 関 節 窩 組 立 体 １ ５ ０ ０ は 、 第
２ の 締 結 具 １ ５ ４ ８ を 更 に 有 し 、 こ の 第 ２ の 締 結 具 は 、 テ ー パ 連 結 具 に よ り 関 節 窩 コ ン ポ
ー ネ ン ト １ ５ ０ ２ に ロ ッ ク 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 関 節 窩 コ ン ポ ー ネ ン ト １ ５ ０ ２ は 、 関
節 窩 １ ５ １ １ に 嵌 合 可 能 な ペ グ １ ５ ５ ９ を 更 に 有 し て い る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 次 に 図 ２ ７ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 股 関 節 カ ッ プ キ ッ ト １ ６ ０ ０
と し て 示 さ れ て い る 。 キ ッ ト １ ６ ０ ０ は 、 内 壁 １ ６ ０ ４ に よ り 画 定 さ れ た 開 口 部 １ ６ ０ ６
を 備 え る カ ッ プ １ ６ ０ ２ を 有 し て い る 。 股 関 節 カ ッ プ キ ッ ト １ ６ ０ ０ は 、 締 結 具 １ ６ １ ０
お よ び ブ ッ シ ュ １ ６ ６ ６ を 更 に 有 し て い る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 次 に 図 ２ ８ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 人 工 関 節 組 立 体 キ ッ ト １ ７ ３
４ と し て 示 さ れ て い る 。 人 工 関 節 キ ッ ト １ ７ ３ ４ は 、 人 工 股 関 節 の 形 態 を し て お り 、 こ の
人 工 股 関 節 は 、 股 関 節 ス テ ム １ ７ ３ ８ 、 股 関 節 ヘ ッ ド １ ７ ４ ０ お よ び ラ イ ナ ま た は ブ ッ シ
ュ １ ７ ５ ３ を 有 し て い る 。 人 工 股 関 節 キ ッ ト １ ７ ３ ４ は 、 股 関 節 カ ッ プ １ ７ ０ ２ 、 ブ ッ シ
ュ １ ７ ６ ６ お よ び 締 結 具 １ ７ １ ０ を 更 に 有 し て い る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 次 に 図 ２ ９ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 患 者 に 対 し て 整 形 外 科 股 関 節
形 成 術 を 実 施 す る 方 法 １ ８ ０ ０ と し て 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 １ ８ ０ ０ は 、 寛 骨 臼 カ ッ プ
組 立 体 を 用 意 す る 第 １ の ス テ ッ プ １ ８ １ ０ を 有 す る 。 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 は 、 少 な く と も
１ つ の 穴 が 設 け ら れ た カ ッ プ を 有 す る 。 カ ッ プ 組 立 体 は 、 カ ッ プ の 穴 内 に 可 動 的 に 位 置 決
め 可 能 な ブ ッ シ ュ を 更 に 有 す る 。 ブ ッ シ ュ は 、 半 径 方 向 外 面 、 こ れ と 反 対 側 の 内 面 、 第 １
の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 し 、 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 と の 間 に は 通 路 が 形 成 さ れ て い
る 。 カ ッ プ 組 立 体 は 、 こ の 通 路 内 に 延 び る こ と が で き る 寸 法 の ブ ッ シ ュ と 協 働 可 能 な 骨 ね
じ を 更 に 有 す る 。 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 先 導 部 分 と 後 続 部 分
を 有 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 方 法 １ ８ ０ ０ は 、 寛 骨 臼 カ ッ プ を 骨 部 分 上 に 位 置 決 め し て カ ッ プ の 開 口 部 が 骨 の 上 に 位
置 す る よ う に す る 第 ２ の ス テ ッ プ １ ８ １ ２ を 更 に 有 す る 。 方 法 １ ８ ０ ０ は 、 取 付 け コ ン ポ
ー ネ ン ト を 通 路 内 に 挿 入 す る 第 ３ の ス テ ッ プ １ ８ １ ４ を 更 に 有 す る 。 方 法 １ ８ ０ ０ は 、 取
付 け コ ン ポ ー ネ ン ト が 取 付 け に 適 し た 骨 に 向 か っ て 位 置 合 わ せ さ れ る よ う 取 付 け コ ン ポ ー
ネ ン ト を 位 置 合 わ せ す る 第 ４ の ス テ ッ プ １ ８ １ ６ を 更 に 有 す る 。 方 法 １ ８ ０ ０ は 、 取 付 け
コ ン ポ ー ネ ン ト を 寛 骨 臼 カ ッ プ に 取 り 付 け る 第 ５ の ス テ ッ プ １ ８ １ ８ を 更 に 有 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 次 に 図 ３ ０ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 、 外 科 手 技 １
９ ０ ０ と し て 示 さ れ て い る 。 外 科 手 技 １ ９ ０ ０ は 、 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト 組 立 体 を 用
意 す る 第 １ の ス テ ッ プ １ ９ １ ０ を 有 す る 。 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト 組 立 体 は 、 穴 が 設 け
ら れ た 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 有 す る 。 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト 組 立 体 は 、 穴 内 の 関 節 コ
ン ポ ー ネ ン ト に 可 動 的 に 結 合 さ れ 、 半 径 方 向 外 面 を 備 え た ブ ッ シ ュ を 更 に 有 す る 。 ブ ッ シ
ュ は 、 反 対 側 の 内 面 、 第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 を 更 に 有 し 、 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部
と の 間 に は 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト 組 立 体 は 、 ブ ッ シ ュ と 協 働
可 能 で あ っ て 、 こ の 通 路 内 に 延 び る こ と が で き る よ う 寸 法 決 め さ れ た 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン
ト を 更 に 有 す る 。 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 先 導 部 分 と 後 続 部 分
を 有 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 方 法 １ ９ ０ ０ は 、 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト を 骨 部 分 上 に 位 置 決 め し て 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ
ン ト に 設 け ら れ た 穴 が 骨 の 上 に 位 置 す る よ う に す る 第 ２ の ス テ ッ プ １ ９ １ ２ を 更 に 有 す る
。 方 法 １ ９ ０ ０ は 、 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト を 通 路 内 に 挿 入 す る 第 ３ の ス テ ッ プ １ ９ １ ４ を
更 に 有 す る 。 方 法 １ ９ ０ ０ は 、 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト が 取 付 け に 適 し た 骨 に 向 か っ て 位 置
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合 わ せ さ れ る よ う 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト を 位 置 合 わ せ す る 第 ４ の ス テ ッ プ １ ９ １ ６ を 有 す
る 。 方 法 １ ９ ０ ０ は 、 取 付 け コ ン ポ ー ネ ン ト を 第 １ の 関 節 コ ン ポ ー ネ ン ト に 取 り 付 け る 第
５ の ス テ ッ プ １ ９ １ ８ を 更 に 有 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 本 発 明 お よ び そ の 利 点 を 詳 細 に 説 明 し た が 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 精 神
お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 本 発 明 の 種 々 の 変 更 、 置 換 お よ び 改 造 を 実 施 で き る こ
と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 態 様 は 、 次 の 通 り で あ る 。
　 （ １ ） 寛 骨 臼 に 取 付 け 可 能 な 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 第 １ の コ ネ ク タ を 含 む 寛 骨 臼 カ ッ プ と 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ と 協 働 可 能 な 締 結 具 で あ っ て 、 第 ２ の コ ネ ク タ を 含 む 、 締 結 具 と 、
　 を 具 備 し 、
　 前 記 第 １ の コ ネ ク タ 、 お よ び 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ は 、 前 記 締 結 具 を 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ に
固 定 し て 接 続 す る よ う 協 働 す る 、
　 寛 骨 臼 カ ッ プ 。
　 （ ２ ） 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ は 、 第 ３ の コ ネ ク タ を さ ら に 含 み 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ と 協 働 可 能 な 第 ２ の 締 結 具 を さ ら に 具 備 し 、
　 前 記 第 ２ の 締 結 具 は 、 第 ４ の コ ネ ク タ を 含 み 、
　 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 、 お よ び 前 記 第 ４ の コ ネ ク タ は 、 前 記 第 ２ の 締 結 具 を 前 記 寛 骨 臼 カ
ッ プ に 固 定 し て 接 続 す る よ う 協 働 す る 、
　 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
　 （ ３ ） 実 施 態 様 （ ２ ） 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ は 、 第 ５ の コ ネ ク タ を さ ら に 含 み 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ と 協 働 可 能 な 第 ３ の 締 結 具 を さ ら に 具 備 し 、
　 前 記 第 ３ の 締 結 具 は 、 第 ６ の コ ネ ク タ を 含 み 、
　 前 記 第 ５ の コ ネ ク タ 、 お よ び 前 記 第 ６ の コ ネ ク タ は 、 前 記 第 ３ の 締 結 具 を 前 記 寛 骨 臼 カ
ッ プ に 固 定 し て 接 続 す る よ う 協 働 す る 、
　 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
　 （ ４ ） 実 施 態 様 （ ３ ） 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 締 結 具 、 前 記 第 ２ の 締 結 具 、 お よ び 前 記 第 ３ の 締 結 具 は 、 縦 方 向 軸 線 を そ れ
ぞ れ 画 定 し て お り 、 こ れ ら の 縦 方 向 軸 線 は 、 互 い に 実 質 的 に 平 行 で あ る 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組
立 体 。
　 （ ５ ） 実 施 態 様 （ ２ ） 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 締 結 具 、 お よ び 前 記 第 ２ の 締 結 具 は そ れ ぞ れ 、 前 記 寛 骨 臼 と 係 合 可 能 な 概 ね
一 様 な 断 面 を 有 す る 部 分 を 含 む 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
　 （ ６ ） 実 施 態 様 （ ２ ） 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 締 結 具 、 お よ び 前 記 第 ２ の 締 結 具 は そ れ ぞ れ 、 骨 の 内 方 成 長 に 適 合 し た 表 面
の 部 分 を 含 む 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
　 （ ７ ） 実 施 態 様 （ ２ ） 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ の 前 記 第 １ の コ ネ ク タ お よ び 前 記 第 ３ の コ ネ ク タ 、 前 記 第 １ の 締 結 具
の 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 、 な ら び に 、 前 記 第 ２ の 締 結 具 の 前 記 第 ４ の コ ネ ク タ は 、 ね じ 山 を
含 む 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
　 （ ８ ） 実 施 態 様 （ ７ ） 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 ね じ 山 は 、 テ ー パ ね じ 山 で あ る 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
　 （ ９ ） 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 締 結 具 の 前 記 第 １ の コ ネ ク タ と 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ と の 間 に 位 置 決 め さ れ た
ブ ッ シ ュ で あ っ て 、 前 記 締 結 具 を 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ 内 に 旋 回 可 能 に 固 定 し て 位 置 さ せ る よ
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う に 構 成 さ れ て い る 、 ブ ッ シ ュ 、
　 を さ ら に 具 備 す る 、 寛 骨 臼 カ ッ プ 組 立 体 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 （ １ ０ ） 寛 骨 臼 カ ッ プ を 寛 骨 臼 に 固 定 す る た め に 用 い ら れ る 締 結 具 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 寛 骨 臼 と 協 働 可 能 な 締 結 部 分 、 お よ び 連 結 部 分 、 を 備 え た 締 結 具 と 、
　 概 ね 球 形 の 外 周 部 、 お よ び 内 壁 、 を 備 え た ブ ッ シ ュ と 、
　 を 具 備 し 、
　 前 記 内 壁 は 、 前 記 内 壁 を 貫 通 す る 中 央 開 口 部 を 画 定 し て お り 、 か つ 、 前 記 締 結 具 の 前 記
連 結 部 分 と 協 働 す る 、
　 締 結 具 組 立 体 。
　 （ １ １ ） 実 施 態 様 （ １ ０ ） 記 載 の 締 結 具 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 連 結 部 分 、 お よ び 前 記 内 壁 は 、 ね じ 山 を 含 む 、 締 結 具 組 立 体 。
　 （ １ ２ ） 実 施 態 様 （ １ ０ ） 記 載 の 締 結 具 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 ね じ 山 は 、 テ ー パ ね じ 山 で あ る 、 締 結 具 組 立 体 。
　 （ １ ３ ） 実 施 態 様 （ １ ０ ） 記 載 の 締 結 具 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 締 結 部 分 は 、 ね じ 山 を 含 む 、 締 結 具 組 立 体 。
　 （ １ ４ ） 実 施 態 様 （ １ ０ ） 記 載 の 締 結 具 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 締 結 部 分 は 、 概 ね 一 様 な 断 面 を 有 す る 、 締 結 具 組 立 体 。
　 （ １ ５ ） 実 施 態 様 （ １ ４ ） 記 載 の 締 結 具 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 締 結 部 分 は 、 概 ね 円 形 の 断 面 を 有 す る 、 締 結 具 組 立 体 。
　 （ １ ６ ） 実 施 態 様 （ １ ４ ） 記 載 の 締 結 具 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 締 結 部 分 は 、 骨 の 成 長 を 促 進 す る よ う に 構 成 さ れ た 前 記 締 結 部 分 の 表
面 を 有 す る 、 締 結 具 組 立 体 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 （ １ ７ ） 寛 骨 臼 カ ッ プ を 寛 骨 臼 に 固 定 す る た め に 用 い ら れ る 締 結 具 に お い て 、
　 前 記 寛 骨 臼 と 協 働 可 能 な 締 結 部 分 と 、
　 前 記 寛 骨 臼 カ ッ プ に 連 結 可 能 な 連 結 部 分 と 、
　 を 具 備 す る 、 締 結 具 。
　 （ １ ８ ） 実 施 態 様 （ １ ７ ） 記 載 の 締 結 具 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 連 結 部 分 は 、 ね じ 山 を 含 む 、 締 結 具 。
　 （ １ ９ ） 実 施 態 様 （ １ ８ ） 記 載 の 締 結 具 に お い て 、
　 前 記 ね じ 山 は 、 テ ー パ ね じ 山 で あ る 、 締 結 具 。
　 （ ２ ０ ） 実 施 態 様 （ １ ７ ） 記 載 の 締 結 具 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 締 結 部 分 は 、 ね じ 山 を 含 む 、 締 結 具 。
　 （ ２ １ ） 実 施 態 様 （ １ ７ ） 記 載 の 締 結 具 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 締 結 部 分 は 、 概 ね 一 様 な 断 面 を 有 す る 、 締 結 具 。
　 （ ２ ２ ） 実 施 態 様 （ １ ７ ） 記 載 の 締 結 具 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 締 結 部 分 は 、 概 ね 円 形 の 断 面 を 有 す る 、 締 結 具 。
　 （ ２ ３ ） 実 施 態 様 （ １ ７ ） 記 載 の 締 結 具 に お い て 、
　 前 記 締 結 具 の 前 記 締 結 部 分 は 、 骨 の 成 長 を 促 進 す る よ う に 構 成 さ れ た 前 記 締 結 部 分 の 表
面 を 有 す る 、 締 結 具 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 股 関 節 カ ッ プ お よ び ね じ 組 立 体 の 部 分 断 面 平 面 図 で
あ る 。
【 図 １ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 と し て の ３ 本 の 大 釘 を 備 え た モ ジ ュ ー ル 式 股 関 節 カ ッ プ の 部
分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る ペ グ の た め の 貫 通 開 口 部 を 備 え た ペ グ 付 き の モ ジ
ュ ー ル 式 股 関 節 カ ッ プ の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｃ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 と し て の ペ グ の た め の テ ー パ 付 き 開 口 部 を 備 え た ペ グ 付
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き の モ ジ ュ ー ル 式 股 関 節 カ ッ プ の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｄ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 等 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ た ペ グ を 備 え る モ ジ ュ ー
ル 式 股 関 節 カ ッ プ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 先 行 技 術 の 股 関 節 カ ッ プ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ね じ を 含 む 先 行 技 術 の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る ロ ッ ク ね じ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ り 、 テ ー パ し た ね じ 連 結 部 を 詳 細 に 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ り 、 テ ー パ し た ね じ 山 付 き 開 口 部 を 詳 細 に 示 す
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 を 含 む 人 工 股 関 節 組 立 体 の 部 分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の ロ ッ ク ね じ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ り 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 の 被
覆 ペ グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 の 旋 回 可 能 な ロ ッ ク ね じ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体
の 部 分 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 を 含 む 人 工 股 関 節 組 立 体 の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 大 腿 骨 内 の 定 位 置 に あ る 図 ９ の 人 工 股 関 節 組 立 体 の 部 分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ８ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ８ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の ロ ッ ク ね じ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 ８ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の ブ ッ シ ュ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の ブ ッ シ ュ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 の 複 数 本 の 旋 回 可 能 な ロ ッ ク ね じ を 有 す る 股 関 節 カ
ッ プ 組 立 体 の 部 分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ Ａ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 の ３ つ の 等 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ た ね じ を 有 す る モ ジ
ュ ー ル 式 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 の 複 数 個 の 剛 性 ロ ッ ク ね じ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ 組
立 体 の 部 分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ Ａ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 の ４ 本 の 等 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ た ね じ を 有 す る 股 関
節 カ ッ プ 組 立 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ Ａ 】 図 １ ６ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の カ ッ プ お よ び 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 の 複
数 本 の 非 剛 性 ね じ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ６ の 股 関 節 カ ッ プ の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ Ａ 】 図 １ ７ Ａ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 の 複 数 本 の 剛 性 ロ ッ ク ね じ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ 組
立 体 の 部 分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ Ａ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 の ４ 本 の 等 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ た ね じ を 有 す る 股 関
節 カ ッ プ 組 立 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 の テ ー パ 付 き ロ ッ ク ね じ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の
部 分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 の 剛 性 ロ ッ ク ね じ を 受 け 入 れ る 穴 を 備 え た 複 数 個 の
フ ラ ン ジ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ を 含 む 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ Ａ 】 図 ２ １ の ２ １ Ａ － ２ １ Ａ 線 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 旋 回 式 ロ ッ ク ね じ を 有 す る 図 ２ １ に 類 似 し た 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ る テ ー パ 付 き 連 結 部 分 を 備 え た 剛 性 ロ ッ ク ね じ
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お よ び こ れ に 隣 接 し た 固 定 ね じ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ Ａ 】 図 ２ ３ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 平 面 図 で あ り 、 ね じ を 詳 細 に 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ２ ３ Ｂ 】 図 ２ ３ の 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ り 、 ね じ を 詳 細 に 示
す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ Ｃ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 に よ る テ ー パ 付 き 連 結 部 分 を 備 え た 剛 性 ロ ッ ク ね じ
お よ び こ れ に 隣 接 し た 固 定 ね じ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 平 面 図 で あ り 、 テ ー パ
付 き ね じ が 、 固 定 ね じ を 受 け 入 れ る 切 欠 き 部 分 (cut out portion for receiving the sec
uring screw)を 有 し て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ Ｄ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ る テ ー パ 付 き 連 結 部 分 を 備 え た 剛 性 ロ ッ ク ね
じ お よ び こ れ に 隣 接 し た 固 定 ね じ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 平 面 図 で あ り 、 固 定
ね じ が テ ー パ 付 き ね じ と 重 な り 合 っ て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ る カ ッ プ と 、 剛 性 ね じ お よ び 非 剛 性 ね じ を 含 む
複 数 本 の ね じ を 有 す る 股 関 節 カ ッ プ 組 立 体 の 部 分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ る 剛 性 ね じ を 含 む 膝 関 節 整 形 外 科 術 を 実 施 す る
際 に 用 い ら れ る 膝 関 節 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト を 有 す る 人 工 膝 関 節 の 部 分 断 面 部 分 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ る 剛 性 ね じ を 含 む 肩 関 節 整 形 外 科 術 を 実 施 す る
際 に 用 い ら れ る 関 節 窩 イ ン プ ラ ン ト を 有 す る 人 工 肩 関 節 の 部 分 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ る 股 関 節 手 術 を 実 施 す る 際 に 用 い ら れ る キ ッ ト
の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ る 股 関 節 手 術 を 実 施 す る 際 に 用 い ら れ る キ ッ ト
の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ る 整 形 外 科 術 を 実 施 す る 方 法 の 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ る 整 形 外 科 術 を 実 施 す る 別 の 方 法 の 流 れ 図 で あ
る 。
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【 図 １ 】 【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】 【 図 １ Ｃ 】

【 図 １ Ｄ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ７ Ａ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ５ Ａ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ６ Ａ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ７ Ａ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ８ Ａ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 １ ９ Ａ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ １ Ａ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ３ Ａ 】

【 図 ２ ３ Ｂ 】

【 図 ２ ３ Ｃ 】

【 図 ２ ３ Ｄ 】
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【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】
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